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は
し
が
き

元
朝
の
日
本
へ
の
遠
征
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
と
く
に
日
本
に
お
い
て
多
く
の
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
包
括
的

な
取
り
組
み
と
し
て
は
池
内
宏
氏
の
『
元
寇
の
新
研
究（

1
（

』
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
が
、
こ
と
が
日
本
社
会
に
与
え
た
影
響
が

甚
大
で
あ
っ
た
か
ら
、
日
本
史
の
課
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
の
は
当
然
と
も
い
え
る
。
し
か
し
日
本
遠
征
は
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
モ
ン
ゴ

ル
の
覇
権
確
立
以
来
の
数
あ
る
対
外
遠
征
の
一
つ
に
過
ぎ
ず
、
討
伐
行
動
を
企
図
し
実
施
し
た
側
の
モ
ン
ゴ
ル
（
大
蒙
古
国
（・
元
朝
の
視

点
か
ら
す
る
考
究
は
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
日
本
遠
征
が
何
を
目
的
と
し
た
か
の
一
点
に
つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
す
る
説
明
が
あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
納
得
で
き
る
も
の
が
多
い
が
、
な
お
疑
問
氷
解
と
ま
で
は
言
え
な
い
よ
う
に
思
う
。
そ
の
最
終
的

な
解
答
を
導
く
の
は
容
易
で
は
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
一
つ
の
中
国
史
料
の
分
析
的
整
理
を
通
じ
て
今
後
の
考
究
の
手
が
か
り
を
提
示
し
て

お
き
た
い
。

元
朝
の
日
本
遠
征
に
関
す
る
記
録
と
し
て
、『
元
史
』
巻
二
〇
八
、
日
本
伝
は
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
ほ
か
の
元
代
史
料

は
断
片
的
な
も
の
が
多
く
、
我
々
は
日
本
史
料
や
『
高
麗
史
』
の
記
録
な
ど
も
含
め
て
、
そ
れ
ら
史
料
を
突
き
合
せ
て
全
体
像
を
構
築
し
て

ゆ
く
ほ
か
は
な
い
。
多
少
な
り
と
総
括
的
、
回
顧
的
に
述
べ
た
あ
る
程
度
の
長
さ
の
文
献
史
料
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
に
取

り
上
げ
よ
う
と
す
る
『
経
世
大
典
』
の
日
本
に
つ
い
て
の
記
述
は
、『
元
史
』
日
本
伝
と
重
な
る
も
の
が
多
い
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
部
分
的

に
こ
の
史
料
を
利
用
し
た
が（

2
（

、
全
体
的
に
読
み
直
す
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
、
こ
の
史
料
を
分
析
整
理
し
て
若
干
の
考
察
を

試
み
よ
う
と
す
る
。
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一　
『
経
世
大
典
』
の
対
日
本
外
交
論
の
構
成

『
経
世
大
典
』
八
九
四
巻
は
元
朝
の
典
故
や
制
度
に
関
す
る
記
録
を
集
成
し
た
、
会
要
に
類
す
る
官
撰
の
政
書
で
あ
っ
た（

3
（

。
天
暦
二
年

（
一
三
二
九
（、
文
宗
に
よ
り
『
皇
朝
経
世
大
典
』
の
編
纂
が
命
ぜ
ら
れ
、
至
順
二
年
（
一
三
三
一
（
に
稿
本
が
完
成
、
翌
年
に
文
宗
に
進
献

さ
れ
た
。
編
集
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
正
副
総
裁
の
趙
世
延
・
虞
集
で
あ
り
、
馬
祖
常
・
蘇
天
爵
・
李
好
文
ら
多
く
の
学
者
文
人
が
こ
の
事

業
に
参
画
し
て
い
た
。
皇
帝
に
関
わ
る
君
事
四
篇
と
行
政
一
般
の
臣
事
六
篇
（
治
典
・
賦
典
・
礼
典
・
政
典
・
憲
典
・
工
典
（、
計
十
篇
に
分

か
ち
、
膨
大
な
公
文
書
を
材
料
と
し
た
一
大
編
纂
物
で
あ
っ
た
。
原
本
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
が
、
蘇
天
爵
編
『
元
文
類
』
巻
四
〇
～
四
二

「
雑
著
」
に
上
記
各
篇
及
び
各
分
目
の
序
録
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
全
体
の
構
成
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。『
元
文
類
』
は
も
と
『
国
朝
文

類
』
と
称
せ
ら
れ
、
元
朝
最
後
の
皇
帝
順
帝
の
元
統
二
年
（
一
三
三
四
（
に
成
立
し
た
。
い
ま
検
討
し
よ
う
と
す
る
の
は
、『
元
文
類
』（『
四

部
叢
刊
』
本
『
国
朝
文
類
』（
巻
四
一
に
引
用
さ
れ
た
『
経
世
大
典
』
政
典
冒
頭
の
征
伐
の
項
に
「
平
宋
」「
高
麗
」
に
続
く
「
日
本
」
の
分

目
の
部
分
で
あ
る（

4
（

。「
日
本
」
の
あ
と
に
は
「
安
南
」「
雲（
安
（［
南
］」「
建
都（

（
（

」「
緬
」「
占
城
」「
海
外
諸
蕃
」「
爪
哇
」
な
ど
が
続
い
て
い

る
。
ま
た
明
代
の
『
永
楽
大
典
』
に
『
経
世
大
典
』
が
分
散
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
遺
文
を
集
め
た
歴
史
文
献
─
─
『
元
高

麗
紀
事
』『
站ジ
ャ
ム
チ赤
』『
大
元
馬
政
記
』『
大
元
海
運
記
』『
大
元
倉
庫
記
』
等
─
─
が
刊
行
さ
れ
て
元
代
史
の
研
究
に
多
大
の
便
宜
を
与
え
て
い

る
。『

元
史
』
は
明
朝
成
立
翌
年
の
洪
武
二
年
（
一
三
六
九
（
に
成
立
し
た
が
、
そ
の
外
国
伝
は
全
面
的
に
『
経
世
大
典
』
に
依
拠
し
て
書
か

れ
た
の
だ
か
ら
、『
元
史
』
日
本
伝
が
『
元
文
類
』
に
引
用
さ
れ
る
『
経
世
大
典
』
政
典
、
征
伐
、
日
本
の
記
録
に
近
い
こ
と
は
当
然
で
あ

る
。
し
か
し
両
史
料
を
仔
細
に
比
べ
て
み
る
と
、
と
も
に
叙
事
を
中
心
に
し
た
記
事
で
あ
り
な
が
ら
、
細
部
に
は
微
妙
な
相
違
も
存
在
す
る
。

ま
た
『
経
世
大
典
』
に
は
長
文
で
は
な
い
が
論
評
的
な
部
分
も
あ
り
、
叙
事
の
記
録
の
取
捨
、
排
列
、
構
成
か
ら
そ
の
論
評
的
な
意
図
を
推

『経世大典』にみる元朝の対日本外交論7（



察
で
き
る
部
分
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
の
時
点
に
お
け
る
元
朝
政
府
と
し
て
の
日
本
遠
征
や
対
日
本
外
交
に
つ
い
て
の
総
括
的
見

解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

そ
の
日
本
に
つ
い
て
の
記
事
は
『
元
文
類
』
に
よ
れ
ば
、
通
常
の
本
文
記
述
と
そ
の
後
に
双
行
の
一
見
す
る
と
注
の
よ
う
な
記
述
が
並
存

し
て
お
り
、
高
麗
の
場
合
も
似
た
よ
う
な
体
裁
で
あ
る
。
し
か
し
安
南
・
占
城
・
緬
に
な
る
と
本
文
記
述
の
割
合
は
ず
っ
と
減
じ
て
、
双
行

記
述
が
多
く
を
占
め
る
。
日
本
の
場
合
は
本
文
記
述
と
双
行
記
述
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
対
応
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
ま
ま
で
は
年
次
を
追
っ

た
事
実
の
羅
列
に
見
え
て
読
み
に
く
い
。
そ
こ
で
本
文
記
述
（
🄰
～
🄷
（
と
双
行
記
述
（
1
～
⓴
（
を
年
次
と
内
容
に
応
じ
て
切
り
分
け

た
上
で
両
者
を
対
応
さ
せ
て
再
構
成
し
た
（
文
末
、【
史
料
】『
経
世
大
典
』
政
典
・
征
伐
・
日
本
序
録 

─
─
『
元
史
』
日
本
伝
対
照
（。
細
字
の

双
行
記
述
は
通
常
の
大
き
さ
と
し
て
段
を
下
げ
て
示
し
、
な
お
対
応
す
る
『
元
史
』
日
本
伝
の
記
事
を
さ
ら
に
段
を
下
げ
て
示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
『
経
世
大
典
』
の
日
本
の
構
成
が
よ
り
明
確
に
判
り
、『
元
史
』
日
本
伝
と
の
微
妙
な
相
違
も
認
め
や
す
く
な
る
と
思
う
。

『
経
世
大
典
』
に
は
も
と
史
料
庫
と
も
い
う
べ
き
記
録
の
一
大
集
積
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
を
節
略
し
て
記
録
し
た
も
の
が
双
行
記
述
で

あ
り
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
意
を
以
て
整
理
し
て
記
し
た
も
の
が
本
文
記
述
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
序
録
な
る
も
の
の
成
立
過
程
で
あ
ろ
う
。

『
元
史
』
日
本
伝
も
同
じ
史
料
庫
か
ら
あ
ら
た
め
て
記
録
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
切
り
分
け
、
再
構
成
の
結
果
を
そ
の
概
要
と
と
も
に
示
せ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

🄰
日
本
遣
使
─
─
至
元
三
年
（
一
二
六
六
（
～
九
年
（
一
二
七
二
（

1
第
一
次
遣
使
、
国
書
の
形
式

2
第
二
次
遣
使
、
潘
阜
の
日
本
派
遣

3
第
三
次
遣
使
、
塔
二
郎
・
弥
二
郎
の
拉
致

4
第
四
次
遣
使
、
大
蒙
古
国
中
書
省
の
書
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5
第
五
次
遣
使
、
趙
良
弼
の
活
動

6
高
麗
の
通
事
曹
介（
叔
（［
升（

6
（

］
の
提
言

7
高
麗
国
王
国
書
、
弥
四
郎
の
入
朝

🄱
第
一
次
遠
征
と
そ
の
後
─
─
至
元
十
年
（
一
二
七
三
（
～
十
四
年
（
一
二
七
七
（

8
忻ヒ
ン
ド
ゥ都
・
洪
茶
丘
の
日
本
遠
征

9
遠
征
軍
の
侵
攻
と
撤
退

⓾
第
六
次
遣
使
、
国
書
の
形
式

⓫
日
本
商
人
の
金
・
銅
銭
交
易

🄲
第
二
次
遠
征
と
そ
の
挫
折
─
─
至
元
十
七
年
（
一
二
八
〇
（・
十
八
年
（
一
二
八
一
（

⓬
阿ア
ラ
ガ
ン
剌
罕
・
范
文
虎
・
忻ヒ
ン
ド
ゥ都
・
洪
茶
丘
の
日
本
遠
征

⓭
遠
征
軍
進
発
に
際
し
て
世
祖
の
懸
念

⓮
将
軍
に
よ
る
遠
征
軍
壊
滅
の
報
告

⓯
敗
卒
于
閶
の
日
本
脱
出
報
告

🄳
第
三
次
遠
征
計
画
と
方
針
転
換
─
─
至
元
二
十
年
（
一
二
八
三
（
～
二
十
三
年
（
一
二
八
六
（

⓰
日
本
行
省
の
再
編
、
昂ア
ン
ギ
ル

吉
児
の
遠
征
中
止
提
言

⓱
第
九
次
遣
使
、
王
積
翁
の
日
本
派
遣
と
そ
の
死

⓲
世
祖
の
日
本
遠
征
中
止
の
決
断

🄴
世
祖
の
対
日
本
外
交
姿
勢
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🄵
第
二
次
遠
征
失
敗
の
原
因
と
責
任

🄶
成
宗
の
対
日
本
外
交
─
─
大
徳
二
年
（
一
二
九
八
（・
三
年
（
一
二
九
九
（

⓳
也エ

ス

デ

ル

速
答
児
の
日
本
遠
征
提
言
と
成
宗
の
応
答

⓴
第
十
次
遣
使
、
寧
一
山
の
日
本
派
遣

🄷
結
語

史
料
に
よ
っ
て
事
実
経
過
を
要
約
し
て
記
述
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
と
く
に
🄴
と
🄵
は
世
祖
期
に
お
け
る
対
日
本
外
交
と
日
本
遠
征
を
回

顧
総
括
し
た
評
価
的
記
述
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
🄶
の
成
宗
期
の
記
事
を
加
え
て
、
対
日
本
外
交
論
は
🄷
の
総
括
的
結
語
を
以
て
収

束
す
る
。

二　
『
経
世
大
典
』
の
対
日
本
外
交
論
の
論
点

1　

日
本
に
派
遣
さ
れ
た
使
者
た
ち

本
文
冒
頭
の
書
き
出
し
部
分
🄰
は
元
朝
（
第
五
次
遣
使
ま
で
は
大
蒙
古
国
（
の
日
本
へ
の
公
式
な
使
者
の
名
録
で
あ
り
、
黒
迪
（
黒
的
（・

殷
弘
・
趙
良
弼
・
杜
世
忠
・
何
文
著
・
王
積
翁
・
釋
如
智
・
寧
一
山
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
ら
は
日
本
国
王
宛
の
国
書
を
携
行
し
た
、
あ
る
い

は
携
行
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
次
遠
征
後
に
派
遣
さ
れ
日
本
の
鎌
倉
で
斬
刑
に
処
せ
ら
れ
た
第
六
次
遣
使
の
杜
世
忠
・
何
文
著

も
こ
こ
に
列
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
第
二
次
遠
征
後
に
派
遣
さ
れ
た
第
八
次
・
第
九
次
遣
使
の
王
積
翁
と
如
智
は
日
本
に
到
達
せ
ず
と
も
公

式
の
使
者
と
し
て
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

7
（

。
成
宗
期
の
第
十
次
遣
使
の
寧
一
山
（
一
山
一
寧
（
の
名
が
あ
る
の
も
当
然
で
あ
る
。

第
二
次
遣
使
に
際
し
て
、
高
麗
人
潘
阜
・
李
挺
が
大
蒙
古
国
の
使
者
と
し
て
日
本
に
初
め
て
国
書
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
第
四
次
遣
使
に
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も
高
麗
人
金
有
成
・
高
柔
が
大
蒙
古
国
中
書
省
か
ら
の
国
書
を
も
た
ら
し
た
。
高
麗
の
潘
阜
と
金
有
成
が
使
者
と
し
て
重
要
な
貢
献
を
果
た

し
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
の
も
首
肯
で
き
る
。

し
か
し
元
朝
か
ら
の
遣
使
と
理
解
さ
れ
て
い
る
、
至
元
十
六
年
（
一
二
七
九
（
に
范
文
虎
か
ら
派
遣
さ
れ
た
周
福
・
欒ら
ん

忠
の
名
が
こ
こ
に

見
え
な
い
。
元
朝
と
し
て
は
国
使
と
し
て
数
え
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。「
元
朝
対
日
本
国
書
・
書
簡
表
／
高
麗
対
日
本
国
書
・
書

簡
表
」（
補
訂
（
を
掲
げ
て
お
く
が
、
こ
れ
を
元
朝
か
ら
の
使
者
派
遣
と
し
た
の
は
、
范
文
虎
が
「
詔
を
齎
し
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
を
重

く
見
て
「
第
七
次
遣
使
」
と
数
え
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
元
史
』
巻
一
〇
、
世
祖
紀
至
元
十
六
年
八
月
戊
子
（
十
三
日
（
条
に
い
う
。

范
文
虎
言
、「
臣
奉
詔
征
討
日
本
、
比
遣
周
福
・
欒
忠
与
日
本
僧
齎
詔
往
諭
其
国
、
期
以
来
年
四
月
還
報
、
待
其
従
否
、
始
宜
進
兵
。」 

又
請
簡
閲
旧
戦
船
以
充
用
。
皆
従
之
。

范
文
虎
が
言
っ
た
。「
臣
は
詔
を
奉
じ
て
日
本
を
征
討
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
さ
き
に
周
福
・
欒
忠
を
遣
わ
し
日
本
の
僧
と
と
も

に
詔
を
齎
し
て
往
き
そ
の
国
に
諭
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
来
年
四
月
に
は
使
者
が
帰
還
報
告
す
る
の
で
、
日
本
が
従
う
か
否
か
の

返
報
を
待
っ
て
、
始
め
て
兵
を
進
め
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
」。
さ
ら
に
旧ふ
る

い
戦
船
を
選
び
点
検
し
た
う
え
で
遠
征
の
船
団
に
充
当
す

る
の
を
請
う
た
。
ど
ち
ら
の
件
も
裁
可
し
た
。

日
本
の
「
鎌
倉
年
代
記
裏
書
」
に
は
、
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
（
六
月
二
十
五
日
の
こ
と
と
し
て
、
大
元
の
将
軍
夏
貴
・
范
文
虎
が
周
福
・

欒
忠
を
遣
わ
し
て
渡
宋
僧
の
霊
杲こ
う

や
通
事
の
陳
光
ら
と
着
岸
し
て
牒
状
を
も
た
ら
し
、
博
多
で
斬
首
さ
れ
た
と
あ
る（

8
（

。
ま
た
『
勘
仲
記
』
に

よ
れ
ば
、
同
年
七
月
に
牒
状
は
鎌
倉
、
朝
廷
で
検
討
さ
れ
、
も
た
ら
さ
れ
た
文
書
は
日
本
で
は
「
宋
朝
牒
状
」
と
称
さ
れ
、
亡
宋
の
旧
臣
が

日
本
の
帝
王
に
直
に
書
簡
を
送
る
の
は
分
を
過
ぎ
た
も
の
と
議
論
さ
れ
た（

（
（

。
そ
う
し
た
議
論
を
経
て
周
福
・
欒
忠
は
博
多
（
大
宰
府
守
護
所
（

に
お
い
て
斬
首
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
牒
状
の
内
容
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
日
本
史
料
の
表
現
か
ら
推
し
て
、
夏
貴
・
范
文
虎
が
旧
南
宋
の
将

軍
で
あ
り
、
彼
ら
が
大
元
皇
帝
の
詔
を
受
け
て
現
に
日
本
攻
略
の
態
勢
に
あ
る
こ
と
、
日
本
側
の
従
順
な
応
答
を
得
れ
ば
悲
劇
的
結
末
を
回
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　元朝対日本国書・書簡表（補訂）
第 1 次遣使 第 2 次遣使 第 3 次遣使 第 4 次遣使 第 （ 次遣使

第
1
次
遠
征　

至
元
11　
（1274

（

第 6 次遣使 第 7 次遣使

第
2
次
遠
征　

至
元
18　
（1281

（

第 8 次遣使 第 （ 次遣使 第10次遣使

至元 3（1266） 至元 4（1267） 至元 （（1268） 至元 6（126（） 至元 7（1270） 至元 8（1271） 至元12（127（） 至元16（127（） 至元20（1283） 至元21（1284） 至元2（（12（2） 大徳 3（12（（）

黒的・殷弘・
宋君斐・金賛 潘阜・李挺 黒的・殷弘・申思

佺・陳子厚・潘阜 金有成・高柔 趙良弼・
徐偁・張鐸 趙良弼 杜世忠・何文著・

撒都魯丁・徐賛 周福・欒忠 如智・王君治 王積翁・如智 〔商舶〕 一山一寧・
西澗子曇

不到達 至大宰府 至対馬 至大宰府 至大宰府 在大宰府 刑死於鎌倉 刑死於博多 不到達 至対馬近海 ？ 至鎌倉

大蒙古国皇帝 同左 ？ 大蒙古国中書省 ※詔 趙良弼書 ※詔 范文虎書
（宋朝牒状） ※詔 ※詔 燕公楠書

（燕公楠牒状） ※詔

東大寺文書
異国出契 ？ 異国出契 東福寺文書

鄰交徴書 善隣国宝記 ？ 金沢文庫文書
金沢蠧余残編

鎌倉遺文 鎌倉遺文 鎌倉遺文

元史世祖紀・
日本伝 元史日本伝 元史成宗紀

　高麗対日本国書・書簡表（補訂）
至元 4（1267） 至元 （（1268） 至元 6（126（） 至元 （（1272） 至元 （（1272）

第
1
次
遠
征　

至
元
11　
（1274

（

第
2
次
遠
征　

至
元
18　
（1281

（

至元2（（12（2）

潘阜・李挺 潘阜・李挺 金有成・高柔 ？ 張鐸 金有成・郭麟

至大宰府 至大宰府 至大宰府 至大宰府 至大宰府 明年至鎌倉

高麗国王 潘阜・李挺書 慶尚道按察使 高麗国王 （高麗牒状） 高麗国王

東大寺文書
異国出契

東大寺文書
異国出契 異国出契 金沢文庫文書

金沢蠧余残編

鎌倉遺文 鎌倉遺文 鎌倉遺文

高麗史 高麗史

原載「第二次日本遠征後の元・麗・日関係外交文書について」（『東方学報』第（0冊、201（）を補訂
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　元朝対日本国書・書簡表（補訂）
第 1 次遣使 第 2 次遣使 第 3 次遣使 第 4 次遣使 第 （ 次遣使

第
1
次
遠
征　

至
元
11　
（1274

（

第 6 次遣使 第 7 次遣使

第
2
次
遠
征　

至
元
18　
（1281

（

第 8 次遣使 第 （ 次遣使 第10次遣使

至元 3（1266） 至元 4（1267） 至元 （（1268） 至元 6（126（） 至元 7（1270） 至元 8（1271） 至元12（127（） 至元16（127（） 至元20（1283） 至元21（1284） 至元2（（12（2） 大徳 3（12（（）

黒的・殷弘・
宋君斐・金賛 潘阜・李挺 黒的・殷弘・申思

佺・陳子厚・潘阜 金有成・高柔 趙良弼・
徐偁・張鐸 趙良弼 杜世忠・何文著・

撒都魯丁・徐賛 周福・欒忠 如智・王君治 王積翁・如智 〔商舶〕 一山一寧・
西澗子曇

不到達 至大宰府 至対馬 至大宰府 至大宰府 在大宰府 刑死於鎌倉 刑死於博多 不到達 至対馬近海 ？ 至鎌倉

大蒙古国皇帝 同左 ？ 大蒙古国中書省 ※詔 趙良弼書 ※詔 范文虎書
（宋朝牒状） ※詔 ※詔 燕公楠書

（燕公楠牒状） ※詔

東大寺文書
異国出契 ？ 異国出契 東福寺文書

鄰交徴書 善隣国宝記 ？ 金沢文庫文書
金沢蠧余残編

鎌倉遺文 鎌倉遺文 鎌倉遺文

元史世祖紀・
日本伝 元史日本伝 元史成宗紀

　高麗対日本国書・書簡表（補訂）
至元 4（1267） 至元 （（1268） 至元 6（126（） 至元 （（1272） 至元 （（1272）

第
1
次
遠
征　

至
元
11　
（1274

（

第
2
次
遠
征　

至
元
18　
（1281

（

至元2（（12（2）

潘阜・李挺 潘阜・李挺 金有成・高柔 ？ 張鐸 金有成・郭麟

至大宰府 至大宰府 至大宰府 至大宰府 至大宰府 明年至鎌倉

高麗国王 潘阜・李挺書 慶尚道按察使 高麗国王 （高麗牒状） 高麗国王

東大寺文書
異国出契

東大寺文書
異国出契 異国出契 金沢文庫文書

金沢蠧余残編

鎌倉遺文 鎌倉遺文 鎌倉遺文

高麗史 高麗史

原載「第二次日本遠征後の元・麗・日関係外交文書について」（『東方学報』第（0冊、201（）を補訂
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避
し
う
る
な
ど
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
世
祖
の
名
に
お
い
て
日
本
国
王
に
詔
諭
す
る
「
国
書
」
と
は
異
な
っ
た

体
裁
の
文
書
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

元
朝
の
地
方
官
が
日
本
に
発
し
た
書
簡
の
例
と
し
て
は
、
至
元
二
十
九
年
（
一
二
九
二
（
の
江
浙
行
省
参
知
政
事
燕
公
楠
の
例
が
あ
る
が
、

日
本
商
船
の
遭
難
後
の
措
置
で
あ
る
の
が
明
白
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
地
方
官
の
責
任
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
た
書
簡
と
理
解
し
、
使
者
の
派

遣
も
な
い
の
で
、
元
朝
か
ら
の
公
式
の
遣
使
に
は
数
え
て
い
な
い（

（（
（

。

2　

世
祖
の
対
日
本
外
交
姿
勢

全
体
と
し
て
論
評
的
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
🄴
の
文
は
四
つ
の
部
分
か
ら
成
っ
て
お
り
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

　

国
書
に
は
始
め
に
「
大
蒙
古
皇
帝
、
書
を
日
本
国
王
に
奉
ず
」
と
書
き
、
つ
い
で
「
大
元
皇
帝
、
書
を
日
本
国
王
に
致
す
」
と
称
し
、

文
末
に
は
い
ず
れ
も
「
不
宣
白
」
と
云
っ
た
が
、
こ
れ
は
臣
下
と
せ
ず
、
対
等
と
の
意
で
あ
る
。
そ
の
言
辞
は
懇
切
か
つ
誠
実
で
あ
り
、

抑
制
の
効
い
た
気
持
ち
が
書
面
に
溢
れ
て
お
り
、
か
の
前
漢
の
文
帝
が
南
越
の
尉い

佗た

に
対
し
た
場
合
で
も
こ
れ
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。

（
第
二
次
遣
使
の
際
に
（
潘
阜
が
成
果
な
く
帰
還
し
た
と
き
に
は
、
天
子
は
命
令
を
取
り
次
ぐ
も
の
が
伝
達
し
な
か
っ
た
と
考
え
、

（
第
三
次
遣
使
の
際
に
（
黒
迪
（
黒
的
（
が
劫
か
さ
れ
た
と
き
に
も
、
天
子
は
国
境
警
備
に
当
た
る
も
の
が
職
務
上
固
く
防
禦
し
た
だ
け

で
、
こ
れ
は
下
級
の
役
人
の
過
ま
ち
と
考
え
ら
れ
た
。
趙
良
弼
が
赴
い
た
と
き
に
、
ま
た
も
日
本
か
ら
返
報
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
し

て
も
、
高
麗
の
（
三
別
抄
の
（
林
衍
が
叛
し
て
ル
ー
ト
が
塞
が
っ
て
い
る
と
の
理
由
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
最
終
的

に
は
、
日
本
が
拒
否
し
て
従
わ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
し
な
か
っ
た
。（
第
一
次
遠
征
の
と
き
（
忻
都
の
遠
征
軍
が
帰
還
し
て
か
ら
、

そ
の
国
が
商
人
に
金
を
所
持
し
て
や
っ
て
来
て
銅
銭
と
交
易
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
き
も
、
や
は
り
こ
れ
を
許
可
し
、
さ
ら
に
詔
を
降
し

商
人
を
困
苦
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
。
遠
い
も
の
を
寛
や
か
に
懐
け
る
方
法
は
行
き
届
い
た
も
の
だ
っ
た
。
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四
つ
の
論
点
を
要
約
す
れ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
第
一
は
、
国
書
の
形
式
上
の
問
題
で
あ
り
、
皇
帝
が
日
本
に
対
し
て
不
適
切
な
扱
い
を

し
た
こ
と
は
一
切
な
か
っ
た
。
第
二
は
、
第
二
次
・
第
三
次
遣
使
に
関
し
て
、
使
者
に
対
す
る
日
本
の
処
遇
に
つ
い
て
世
祖
は
日
本
の
役
人

の
不
手
際
で
あ
ろ
う
と
受
け
止
め
た
。
第
三
は
、
趙
良
弼
の
遣
使
に
関
し
て
、
日
本
は
公
式
な
使
者
の
派
遣
を
以
て
応
答
し
よ
う
と
し
な

か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
元
朝
側
と
し
て
は
日
本
が
断
固
拒
絶
し
て
不
服
従
だ
と
結
論
づ
け
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
第
四
は
、
第
一
次
遠
征

後
の
至
元
十
四
年
（
一
二
七
七
（
に
、
日
本
が
商
人
を
送
っ
て
き
て
金
・
銅
銭
交
易
を
図
ろ
う
と
し
た
が
、
元
朝
は
寛
容
に
も
こ
れ
を
許
可

し
た
。
こ
れ
ら
の
論
点
に
つ
き
関
連
す
る
事
実
を
補
足
解
説
し
、
事
態
を
元
朝
側
に
お
い
て
い
か
に
受
け
止
め
て
理
解
し
て
い
た
か
に
つ
い

て
み
て
ゆ
こ
う
。

第
一
は
前
稿
で
も
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が（

（（
（

、
要
す
る
に
1
の
最
初
の
日
本
遣
使
で
国
書
冒
頭
に
「
奉
書
」
と
し
、
⓾
の
第
六
次
遣
使
以

後
に
は
「
致
書
」
と
し
た
が
、
国
書
末
尾
に
「
不
宣
」（
不
宣
白
の
意
（
で
締
め
く
く
る
の
と
併
せ
て
、
決
し
て
相
手
を
低
く
見
る
表
現
で
は

な
く
、
対
等
の
関
係
に
お
け
る
鄭
重
な
扱
い
だ
と
い
う
。

「
奉
書
」
は
『
周
礼
』
夏
官
の
用
例
が
最
も
古
く
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

虎
賁
氏
、
掌
先
後
王
而
趨
、
以
卒
伍
、
軍
旅
会
同
亦
如
之
。
…
…
若
道
路
不
通
、
有
徴
事
、
則
奉
書
以
使
於
四
方
。

虎こ

賁ほ
ん

氏
は
王
に
先
後
し
て
趨は
し

り
、
卒
伍
を
以
て
す
る
を
掌
り
、
軍
旅
会
同
す
る
も
亦
た
か
く
の
如
く
す
。
…
…
若
し
道
路
通
ぜ
ず
、
徴

事
あ
ら
ば
、
則
ち
書
を
奉
じ
て
以
て
四
方
に
使
す
。

虎
賁
氏
は
周
王
の
周
囲
を
守
る
護
衛
の
統
率
者
で
あ
り
、
戦
乱
や
災
害
で
道
路
が
通
じ
な
い
と
き
に
、
王
に
代
っ
て
書
を
奉
じ
て
遠
方
の
諸

侯
に
使
者
に
立
っ
た
。
こ
れ
が
の
ち
に
は
「
致
書
」
と
同
じ
く
単
に
書
簡
を
送
達
す
る
意
味
に
も
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
元
史
』
に
「
奉

書
」
の
用
例
を
求
め
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

・ （
至
元
十
一
年
六
月
（
庚
申
、
問
罪
於
宋
、
詔
諭
行
中
書
省
及
蒙
古
・
漢
軍
万
戸
・
千
戸
軍
士
曰
、「
爰
自
太
祖
皇
帝
以
来
、
与
宋
使
介
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交
通
。
…
…
朕
即
位
之
後
、
追
憶
是
言
、
命
郝
経
等
奉
書
往
聘
、
蓋
為
生
霊
計
也
、
而
乃
執
之
、
以
致
師
出
連
年
、
死
傷
相
藉
、
係
累

相
属
、
皆
彼
宋
自
禍
其
民
也
。
…
…
」（『
元
史
』
巻
八
、
世
祖
紀
（

・ （
至
元
十
二
年
五
月
庚
辰
（、
宋
嘉
定
按
撫
昝
万
寿
遣
部
将
李
立
奉
書
請
降
、
言
累
負
罪
愆
、
乞
加
赦
免
。
詔
遣
使
招
諭
之
。（『
元
史
』
巻

八
、
世
祖
紀
（

・（
至
元
十
二
年
十
二
月
庚
子
（、
宋
主
復
遣
尚
書
夏
士
林
・
右
史
陸
秀
夫
奉
書
、
称
姪
乞
和
。（
同
前
（

・ 

知
南
康
郡
葉
閶
来
降
、
殿
前
都
指
揮
使
・
知
安
慶
府
范
文
虎
亦
奉
書
納
款
、
阿
朮
遂
率
舟
師
造
安
慶
、
文
虎
出
降
。（『
元
史
』
巻
一
二

七
、
伯
顔
伝
（

・（
陳
（日
烜
乃
棄
城
遁
去
、
仍
令
阮
効
鋭
奉
書
謝
罪
、
并
献
方
物
、
且
請
班
師
。（『
元
史
』
巻
二
〇
九
、
安
南
伝
（

最
初
の
事
例
は
世
祖
が
南
宋
へ
の
総
攻
撃
に
先
立
っ
て
、
諸
将
軍
士
に
対
し
て
戦
役
の
名
分
を
明
ら
か
に
し
た
詔
文
で
あ
る
。
か
つ
て
郝
経

に
命
じ
て
書
を
奉
じ
て
使
者
に
立
た
せ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
南
宋
に
対
し
て
鄭
重
に
扱
っ
た
と
の
意
を
含
む
の
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
は
南
宋
や

安
南
の
事
例
で
あ
る
が
、
力
関
係
に
お
け
る
弱
者
が
強
者
に
対
す
る
と
き
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
君
主
間
の
書
簡
往
復
の
例
と
し
て
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
五
代
十
国
の
も
の
が
あ
る
。

・ （
顕
徳
三
年
二
月
（
甲
戌
、
江
南
国
主
李
景
遣
泗
州
牙
将
王
知
朗
齎
書
一
函
至
滁
州
、
本
州
以
聞
、
書
称
「
唐
皇
帝
奉
書
於
大
周
皇
帝
」、

其
略
云
、「
願
陳
兄
事
、
永
奉
鄰
歓
、
…
…
」
云
。
書
奏
不
答
。（『
旧
五
代
史
』
巻
一
一
六
、
周
書
、
世
宗
紀
（

・ （
明
徳
四
年
（
三
月
、
晋
遣
使
告
即
位
、
且
叙
姻
好
。
其
書
曰
、「
大
晋
皇
帝
奉
書
大
蜀
皇
帝
、
伏
自
中
原
多
故
、
大
憝
継
興
、
朱
氏
不

道
、
而
皇
天
不
親
、
沙
陀
背
義
、
而
蒼
天
失
望
。
…
…
」
帝
復
書
用
敵
国
礼
。（『
十
国
春
秋
』
巻
四
九
、
後
蜀
、
後
主
本
紀
（

こ
の
二
例
は
ほ
ぼ
対
等
の
関
係
に
お
け
る
文
書
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
後
者
に
返
書
す
る
時
に
敵
国
の
礼
を
用
い
た
と
あ
る
が
、「
敵
国
」

と
は
国
力
が
匹
敵
す
る
、
つ
ま
り
対
等
の
関
係
と
の
意
味
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
を
「
不
臣
之
礼
」
と
も
い
う（

（（
（

。
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要
す
る
に
、
元
朝
と
し
て
は
日
本
国
王
宛
の
国
書
に
お
い
て
、
決
し
て
威
圧
的
で
な
く
穏
健
で
恩
恵
的
な
姿
勢
に
終
始
し
た
と
の
主
張
で

あ
る
。
こ
れ
が
『
経
世
大
典
』
の
趣
旨
で
あ
る
。
し
か
し
途
中
で
「
奉
書
」
か
ら
「
致
書
」
に
変
更
し
た
の
だ
か
ら
、「
奉
書
」
に
は
何
ら

か
謙
遜
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
伴
い
鄭
重
に
過
ぎ
る
と
意
識
し
て
の
変
更
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
杜
世
忠
・
何
文
著
ら
の
第
六
次
遣
使
に

際
し
て
初
め
て
「
致
書
」
が
用
い
ら
れ
た
が
、
す
で
に
第
一
次
遠
征
を
蒙
っ
て
い
る
日
本
側
に
し
て
み
れ
ば
、
受
け
取
っ
た
国
書
の
文
言

の
一
々
に
鋭
敏
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、「
奉
書
」
か
ら
「
致
書
」
へ
の
変
更
が
意
図
あ
る
も
の
と
受
け
止
め
ら
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。「
奉

書
」
の
奉
は
も
と
よ
り
「
た
て
ま
つ
る
」
と
い
う
和
語
と
は
語
感
を
異
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
こ
れ
が
建
治
元
年
（
至
元

十
二
、
一
二
七
五
（
九
月
二
日
の
杜
世
忠
・
何
文
著
を
は
じ
め
随
行
の
中
央
ア
ジ
ア
人
や
通
訳
の
高
麗
人
、
一
行
五
名
が
鎌
倉
で
処
刑
さ
れ

る
と
い
う
深
刻
な
結
末
に
導
い
た
と
す
る
な
ら
ば（

（（
（

、
小
さ
く
な
い
問
題
で
あ
る
。
使
者
処
刑
の
理
由
と
し
て
は
も
た
ら
さ
れ
た
国
書
の
内
容

が
重
要
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
が
、
そ
の
内
容
は
今
に
伝
わ
ら
な
い
。

【
杜
世
忠
ら
使
者
処
刑
情
報
の
伝
わ
り
方
】　

元
朝
に
杜
世
忠
ら
の
刑
死
の
情
報
が
伝
わ
る
と
、
忻
都
・
洪
茶
丘
は
憤
慨
し
て
日
本
征
討

を
主
張
し
た
が
、
宮
廷
の
御
前
会
議
で
は
即
応
し
て
の
東
征
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
至
元
十
七
年
（
一
二
八
〇
（
二
月
の
こ
と
で
あ
り（

（（
（

、

そ
の
間
、
実
に
四
年
余
り
を
経
過
し
て
い
た
。
そ
の
情
報
伝
達
の
プ
ロ
セ
ス
を
伝
え
る
の
は
、『
高
麗
史
』
巻
二
九
、
忠
烈
王
世
家
の

つ
ぎ
の
記
事
で
あ
る
。

（
忠
烈
王
五
年
八
月
（、
梢
工
上
左
・
引
海
一
冲
等
四
人
、
自
日
本
逃
還
言
、「
至
元
十
二
年
、
帝
遣
使
日
本
、
我
令
舌
人
郎
将
徐
賛
及

梢
水
三
十
人
、
送
至
其
国
、
使
者
及
賛
等
皆
見
殺
。」
王
遣
郎
将
池
瑄
押
上
左
等
、
如
元
以
奏
。

（
忠
烈
王
五
年
（
至
元
十
六
、
一
二
七
九
（
八
月
（、
梢
工
の
上
左
・
引
海
の
一
冲
ら
四
人
が
日
本
か
ら
逃
げ
還
っ
て
言
っ
た
。「
至
元

十
二
年
に
元
朝
皇
帝
が
日
本
に
遣
使
す
る
こ
と
に
な
り
、
我
ら
は
舌
人
郎
将
の
徐
賛
及
び
梢
水
三
十
人
を
そ
の
国
に
送
り
届
け
ま
し

た
が
、
使
者
及
び
賛
ら
は
皆
殺
さ
れ
ま
し
た
」。
王
は
郎
将
の
池
瑄
を
遣
わ
し
上
左
ら
を
押
送
し
、
元
に
赴
い
て
奏
上
さ
せ
た
。
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使
者
一
行
五
名
が
鎌
倉
に
赴
く
と
、
船
乗
り
達
は
彼
ら
が
戻
る
の
を
大
宰
府
で
待
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
処
刑
の
情
報
は
秘
密
に
さ

れ
て
、
そ
の
消
息
は
直
ち
に
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
左
ら
四
名
が
日
本
か
ら
脱
出
し
て
高
麗
に
も
ど
る
と
、
忠
烈
王

は
池
瑄
に
命
じ
て
上
左
ら
を
証
人
と
し
て
伴
い
行
き
、
第
六
次
遣
使
の
悲
劇
を
元
朝
に
報
告
さ
せ
た
。
元
廷
へ
の
到
着
は
恐
ら
く
至
元

十
六
年
後
半
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
中
国
史
上
、
使
者
の
殺
害
は
頻
繁
で
は
な
い
が
事
例
は
あ
っ
た
。
い
ま
元
代
に
つ
い
て
み
れ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
な
四
川
の
少

数
民
族
の
例
が
あ
る
。『
元
史
』
巻
一
〇
、
世
祖
紀
に
い
う
。

（
至
元
十
五
年
十
二
月
（
戊
申
、
以
叙
州
等
処
禿
老
蛮
殺
使
臣
撒
里
蛮
、
命
発
兵
討
之
。

も
し
も
杜
世
忠
ら
使
者
殺
害
の
情
報
が
時
日
を
弄
せ
ず
伝
わ
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
第
二
次
遠
征
に
さ
ら
に
明
白
な
名
分
を
与
え
た
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
経
世
大
典
』
で
は
な
ぜ
か
こ
の
一
件
を
格
別
に
言
挙
げ
し
て
強
調
し
て
い
な
い
。

ま
た
当
時
の
元
朝
と
日
本
の
関
係
を
前
漢
の
文
帝
が
南
越
の
尉
佗
に
対
し
た
恩
恵
的
態
度
に
擬
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
も
と
よ
り
修
辞
的
な

文
で
、
日
本
側
が
読
む
こ
と
を
前
提
と
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
仮
に
日
本
側
が
こ
の
文
を
目
に
し
た
と
す
れ
ば
そ
の
真
意
を
測
り
か

ね
た
で
あ
ろ
う
。
南
越
国
は
秦
末
漢
初
に
両
広
地
方
に
存
在
し
た
独
立
政
権
で
あ
る
。
も
と
秦
の
始
皇
帝
が
南
方
に
遠
征
軍
を
派
遣
し
た
が
、

巡
幸
途
上
に
亡
く
な
り
国
内
が
戦
乱
状
態
に
陥
る
と
、
遠
征
軍
は
北
帰
も
ま
ゝ
な
ら
ず
番
禺
（
広
州
（
を
中
心
に
現
地
の
越
族
の
協
力
を
得

て
自
立
し
た
。
真
定
の
人
趙
佗
は
南
海
郡
尉
の
任
囂ご
う

か
ら
後
事
を
託
さ
れ
た
の
で
尉
佗
と
称
さ
れ
、
領
域
を
維
持
し
た
。
漢
の
高
祖
（
劉

邦
（
か
ら
陸
賈
が
遣
わ
さ
れ
る
と
、
尉
佗
は
漢
の
支
配
を
受
け
入
れ
て
南
越
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
臣
と
称
し
て
朝
貢
し
た
。
し
か
し
高
祖
が
没

し
て
漢
の
政
府
が
混
乱
す
る
と
、
尉
佗
は
帝
号
を
称
し
独
立
傾
向
を
強
め
る
。
や
が
て
文
帝
が
即
位
す
る
と
再
び
陸
賈
が
遣
わ
さ
れ
、
帝
号

を
僣
称
し
使
者
を
通
じ
な
い
の
を
責
め
た
の
で
、
尉
佗
は
恭
順
の
態
度
で
謝
し
、
帝
号
を
や
め
て
朝
貢
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
れ

は
表
向
き
の
こ
と
で
、
国
内
で
は
帝
号
を
去
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
が
南
越
の
武
帝
で
あ
る
。
や
が
て
漢
の
武
帝
の
南
方
遠
征
に
あ
っ
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て
南
越
国
は
滅
亡
し
た
。

と
こ
ろ
で
日
本
へ
の
遣
使
に
つ
い
て
千
年
以
上
も
前
の
南
越
の
事
例
に
擬
す
る
の
は
、『
経
世
大
典
』
に
限
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
至

元
二
十
九
年
の
日
本
国
王
宛
の
高
麗
国
国
書
に
見
え
る
「
抗
衡
為
禍
」
の
句
が
陸
賈
遣
使
の
故
事
に
由
来
す
る
と
は
、
筆
者
が
前
稿
で
推
測

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る（

（（
（

。
ま
た
胡
祗し

遹い
つ

『
紫
山
大
全
集
』
巻
六
、「
宣
撫
輔
之
の
日
本
に
奉
使
す
る
を
送
る
」
の
詩
の
一
節
に
い
う
。

海
外
尉
佗
雖
倔
強　

漢
庭
陸
賈
更
忠
貞　

片
言
要
領
来
威
表　

一
使
勝
於
十
万
兵

海
外
の
尉
佗
は
倔
強
な
り
と
雖
も　

漢
庭
の
陸
賈
は
更
に
忠
貞　

片
言
の
要
領
も
て
来
威
の
表
あ
り　

一
使
は
十
万
の
兵
に
勝
る

陝
西
宣
撫
使
で
あ
っ
た
趙
良
弼
（
字
は
輔
之
（
の
日
本
へ
の
遣
使
を
陸
賈
の
南
越
へ
の
遣
使
に
擬
し
て
い
る
。
南
越
対
漢
帝
国
、
日
本
対
元

帝
国
の
関
係
を
こ
の
文
学
的
表
現
か
ら
深
読
み
す
る
の
は
難
し
い
。
こ
こ
で
は
時
代
を
隔
て
た
二
国
関
係
が
、
と
も
に
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス

の
上
に
立
っ
て
推
移
し
た
こ
と
を
着
目
す
る
に
止
め
て
お
く
が
、
興
味
あ
る
対
比
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
海
外
」
と
は
四
海
の
外
の
意
と
思
わ

れ
る
が
、
こ
れ
を
元
代
の
現
実
に
引
き
付
け
て
考
え
れ
ば
、
第
四
次
遣
使
に
際
し
て
中
書
省
か
ら
発
せ
ら
れ
た
大
蒙
古
国
国
書
の
な
か
に
つ

ぎ
の
よ
う
に
い
う（

（（
（

。

我
国
家
以
神
武
定
天
下
、
威
徳
所
及
、
無
思
不（
能
（［
服
］。
逮
皇
帝
即
位
、
以
四
海
為
家
、
兼
愛
生
霊
、
同
仁
一
視
、
南
抵
六
詔
・

（
五
（［
安
］南
、
北
至
于
海
、
西
極
崑
崙
、
数
万
里
之
外
、
有
国
有
土
、
莫
不
畏
威
懐
徳
、
奉
幣
来
朝
。

こ
こ
に
世
祖
の
威
徳
の
及
ん
だ
範
囲
と
し
て
、
南
は
六
詔
（
雲
南
地
方
（・
安
南
、
北
は
海
（
北
海
、
バ
イ
カ
ル
湖
か
（、
西
は
崑
崙
と
し
て
い

る
。
こ
こ
に
東
に
つ
い
て
言
及
が
な
い
の
は
当
然
、
日
本
が
念
頭
に
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
日
本
は
そ
の
勢
力
圏
に
入
る
こ
と
を
期
待
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
覇
権
構
想
は
国
書
の
起
草
者
の
発
想
ゆ
え
か
、
伝
統
的
な
天
下
観
を
反
映
し
た
も
の
に
見
え
る
。

論
点
の
第
二
は
、
初
期
の
大
蒙
古
国
の
使
者
に
対
す
る
日
本
側
の
処
遇
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
2
（
第
二
次
遣
使
（
と
3

（
第
三
次
遣
使
（
の
文
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
。
以
下
少
し
く
史
実
を
確
認
し
つ
つ
述
べ
る
。
第
一
次
遣
使
で
は
、
黒
的
と
殷
弘
一
行
は
巨
済
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島
の
南
端
松
辺
浦
に
至
り
対
馬
を
遠
望
し
な
が
ら
、
風
濤
を
前
に
引
き
返
し
た
。
翌
至
元
四
年
（
一
二
六
七
（
正
月
、
高
麗
国
王
は
宋
君く
ん

斐ひ

・
金
賛
を
黒
的
・
殷
弘
と
と
も
に
モ
ン
ゴ
ル
に
派
遣
し
、
二
月
、
事
の
次
第
を
世
祖
に
報
告
し
た
。
六
月
に
な
っ
て
高
麗
国
王
へ
の
詔

が
下
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
高
麗
国
王
を
叱
責
し
て
、
日
本
国
と
の
通
好
実
現
に
責
任
を
も
た
せ
た
も
の
で
あ
っ
た（

（（
（

。
詔
を
受
け
た
高
麗

国
王
は
、
八
月
に
潘
阜
に
蒙
古
の
国
書
と
高
麗
の
国
書
を
携
え
て
日
本
に
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
2
の
第
二
次
遣
使
を
前
に
し
た
高

麗
国
王
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
道
（
海
道
（
の
危
険
で
遠
い
こ
と
を
理
由
に
「
天
使
を
辱は
ず
か

し
む
べ
か
ら
ず
」
と
、
黒
的
が
日
本
へ
同
行
す
る
に

は
及
ば
な
い
と
し
た
。
か
く
て
九
月
二
十
三
日
、
潘
阜
は
日
本
に
向
け
て
発
船
し
た（

（（
（

。
元
宗
九
年
（
至
元
五
、
文
永
五
、
一
二
六
八
（
正
月
一

日
、
潘
阜
ら
一
行
は
大
宰
府
に
到
着
し
て
国
書
を
手
渡
し
、
そ
の
ま
ま
大
宰
府
に
逗
留
し
た
。
日
本
の
朝
廷
と
幕
府
は
大
き
な
衝
撃
を
以
て

蒙
古
と
高
麗
の
「
牒
状
」
を
受
け
止
め
、
い
か
に
対
処
す
る
か
会
議
を
重
ね
た
。
高
麗
の
「
牒
状
」
に
「
至
元
」
の
年
号
が
使
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
も
危
惧
を
深
め
た
。
日
本
か
ら
返
答
を
得
よ
う
と
待
機
し
て
い
た
潘
阜
は
、「
返
牒
」
が
得
ら
れ
な
い
の
を
見
き
わ
め
た
と
み
え

て
、
七
月
丁
卯
（
十
八
日
（
に
高
麗
に
帰
還
し
た
の
で
、
高
麗
国
王
は
さ
っ
そ
く
潘
阜
を
蒙
古
へ
派
遣
し
て
経
過
を
報
告
さ
せ
た（

（（
（

。
つ
ま
り

最
初
に
国
書
を
届
け
た
潘
阜
が
大
宰
府
で
六
箇
月
待
た
さ
れ
た
末
に
成
果
な
く
帰
国
し
た
の
は
、
日
本
の
役
人
が
国
書
を
上
聞
で
き
な
か
っ

た
か
ら
で
、
日
本
国
王
の
責
任
で
は
な
い
と
理
解
し
た
よ
う
で
あ
る
。

3
の
第
三
次
遣
使
で
は
、
至
元
五
年
九
月
、
黒
的
・
殷
弘
を
国
信
使
と
副
使
に
任
じ
、
高
麗
国
王
を
譴
責
す
る
詔
を
携
行
さ
せ
、
確
実
に

日
本
遣
使
を
実
現
す
る
よ
う
迫
り
、
高
麗
の
重
臣
を
日
本
に
派
遣
す
る
よ
う
命
じ
た（

（（
（

。『
高
麗
史
』
に
よ
れ
ば
、
十
一
月
、
黒
的
ら
は
高
麗

王
廷
に
至
っ
て
詔
を
伝
え
、
十
二
月
庚
辰
（
四
日
（、
高
麗
は
申
子し（
全
（［
佺せ
ん

］（
知
門
下
省
事
（・
陳
子
厚
（
礼
部
侍
郎
（・
潘
阜
に
命
じ
黒

的
・
殷
弘
と
と
も
に
日
本
に
向
け
て
出
発
さ
せ
た
。
使
者
の
船
団
四
艘
が
対
馬
北
端
の
豊
崎
に
現
れ
た
の
は
翌
年
文
永
六
年
（
至
元

六
、
一
二
六
九
（
二
月
十
六
日
で
あ
っ
た（

（（
（

。『
五
代
帝
王
物
語
』
に
は
「
去
年
の
返
牒
な
き
に
因
て
左
右
を
き
か
ん
為
也
」
と
あ
る
か
ら
、
遣

使
の
趣
旨
は
日
本
側
に
伝
わ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
に
武
力
衝
突
が
起
き
て
、
使
者
は
倭
人
塔
二
郎
・
弥
二
郎
を
拉
致
し
て
引
き
あ
げ
た
。
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🄴
に
「
黒
迪
（
黒
的
（
被
劫
」
と
、 

3
に
「
交
闘
」
と
あ
り
、
第
四
次
遣
使
の
大
蒙
古
国
中
書
省
か
ら
の
国
書
に
も
「
彼
の
疆き
ょ
う

埸え
き

の
吏
、
敵

舟
の
中
に
赴
き
、
俄
か
に
我
が
信
使
を
害
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
武
力
衝
突
が
起
こ
っ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
3
の
「
交
闘
」
に
続
け
て

「
其
の
塔
二
郎
・
弥
二
郎
二
人
を
執
え
て
還
る
」
と
あ
る
の
で
、
筆
者
は
文
脈
か
ら
判
断
し
て
塔
二
郎
・
弥
二
郎
は
単
な
る
島
民
で
は
な
く
、

あ
る
程
度
の
身
分
を
有
す
る
、
対
馬
の
地
方
官
庁
の
下
級
職
員
と
す
る
の
が
自
然
だ
と
考
え
た（

（（
（

。
モ
ン
ゴ
ル
国
の
使
者
は
捕
え
た
日
本
人
二

名
を
日
本
遣
使
実
行
の
確
た
る
証
拠
と
し
て
皇
帝
に
示
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
行
は
三
月
辛
酉
（
十
六
日
（
に
高
麗
王
廷
に
も
ど
る

と
、
翌
月
戊
寅
（
三
日
（
に
申
子
佺
に
命
じ
て
経
緯
の
報
告
の
た
め
黒
的
と
と
も
に
倭
人
二
名
を
伴
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
に
出
発
し
た
。
つ
ま
り

使
者
に
対
す
る
日
本
の
処
遇
に
つ
い
て
も
、
世
祖
は
現
場
の
役
人
に
罪
は
な
い
と
寛
大
に
好
意
的
に
受
け
止
め
た
と
い
う
。
な
お
大
蒙
古
国

中
書
省
か
ら
の
国
書
中
に
、 

🄴
の
「
以
為
将
命
者
不
達
」、「
典
封
疆
者
、
以
慎
守
固
禦
為
常
」、「
此
将
吏
之
過
」
の
文
が
見
え
て
い
る（

（（
（

。

『
経
世
大
典
』
に
は
本
来
こ
の
国
書
全
文
が
収
録
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

論
点
の
第
三
は
、
趙
良
弼（

（（
（

の
遣
使
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
対
応
す
る
は
ず
の
5
に
は
、
ま
ず
彼
が
元
廷
を
出
発
す
る
前
に
日
本
国
王
と

ど
の
よ
う
な
儀
礼
（
上
下
の
分
（
に
よ
っ
て
会
見
す
る
か
の
検
討
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
見
え
る
が
、
遣
使
の
経
緯
は
一
切
省
略
さ
れ
て
、

「
良
弼
至
り
、
其
の
太
宰
府
守
護
所
に
留
め
ら
る
者
こ
れ
を
久
し
く
す
」
と
だ
け
あ
る
。
こ
の
表
現
は
4
の
金
有
成
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る

『
元
史
』
日
本
伝
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、
本
来
趙
良
弼
に
関
わ
る
文
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
も 

🄴
の
該
当
部
分
は
や
ゝ
読
み
に
く
い
文

で
あ
る
。
そ
こ
で
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
文
章
構
成
に
な
っ
た
か
考
え
て
み
よ
う
。

趙
良
弼
は
至
元
七
年
（
一
二
七
〇
（
十
二
月
に
陝
西
宣
撫
使
か
ら
秘
書
監
と
な
っ
て
日
本
遣
使
の
命
を
受
け
、
至
元
八
年
（
一
二
七
一
（

正
月
、
高
麗
に
至
っ
た
。
三
別
抄
軍
の
叛
乱
の
さ
な
か
、
趙
良
弼
一
行
は
文
永
八
年
（
至
元
八
（
八
月
に
筑
前
今
津
に
到
着
し
、「
東
福
寺

文
書
」（『
鎌
倉
遺
文
』
古
文
書
編
一
四
、
一
○
八
八
四
（
に
み
え
る
よ
う
に
、
九
月
十
五
日
に
大
宰
府
に
到
着
し
た
。
そ
の
中
に
弥
四
郎
ら
同

道
の
日
本
人
が
い
た
。
趙
良
弼
が
も
た
ら
し
た
国
書
は
『
元
史
』
日
本
伝
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
正
本
は
日
本
国
を
代
表
す
る
人
物
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に
面
会
し
た
う
え
で
手
渡
す
と
主
張
し
た
か
ら
、
彼
は
大
宰
府
守
護
所
で
返
答
を
待
ち
続
け
る
よ
り
な
か
っ
た
。
同
年
十
二
月
に
は
趙
良
弼

は
書
状
官
張
鐸
を
先
に
高
麗
に
行
か
せ
た
。
日
本
の
使
者
を
高
麗
経
由
で
元
朝
に
送
る
準
備
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
至
元
九
年
（
一
二
七
二
（

正
月
十
三
日
、
趙
良
弼
は
日
本
の
使
者
十
二
人
と
韓
半
島
南
端
の
合
浦
県
に
至
り
、
丁
丑
（
十
八
日
（
に
高
麗
王
廷
に
至
っ
た（

（（
（

。
こ
こ
で
張

鐸
を
し
て
日
本
人
十
二
人
と
と
も
に
元
朝
に
向
か
わ
せ
た（

（（
（

。
二
月
一
日
、
張
鐸
と
日
本
人
は
都
に
至
り
、
正
規
の
日
本
国
の
使
者
な
ら
携
行

す
べ
き
国
書
も
な
い
ま
ま
に
世
祖
に
謁
見
を
求
め
た
。
し
か
し
世
祖
は
、
日
本
国
主
の
使
者
が
や
っ
て
来
て
大
宰
府
守
護
所
（
の
使
い
（
と

云
う
の
は
詐い
つ
わ

り
（
ご
ま
か
し
（
で
あ
ろ
う
と
疑
い
、
世
祖
と
の
謁
見
は
回
避
さ
れ
て
弥
四
郎
を
含
む
日
本
の
使
者
は
帰
国
さ
せ
ら
れ
た（

（（
（

。
日

本
か
ら
の
使
者
派
遣
が
趙
良
弼
の
構
想
に
出
た
と
し
て
も
、
果
し
て
使
者
派
遣
に
大
宰
府
守
護
所
が
関
わ
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
守
護
所
の
意

図
や
思
惑
を
考
え
て
み
る
価
値
は
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
守
護
所
は
さ
き
に
塔
二
郎
・
弥
二
郎
が
世
祖
か
ら
受
け
た
接
遇
を
前
例
と
し
て
想
定

し
期
待
す
る
も
の
の
、
日
本
国
を
代
表
し
て
元
朝
に
直
接
対
峙
す
る
よ
う
な
形
だ
け
は
必
ず
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
月
庚
寅
（
三
日
（、
張
鐸
と
日
本
の
使
者
は
高
麗
に
還
り
、
同
月
甲
寅
（
七
日
（、
高
麗
は
康
之
邵
（
御
史
（
に
日
本
の
使
者
を
送
還
さ
せ

た
。
五
月
に
張
鐸
は
日
本
に
至
っ
た
。
こ
の
年
二
月
十
三
日
に
高
麗
国
王
が
日
本
国
王
宛
に
国
書
（
二
度
目
の
国
書
（
を
送
り
元
朝
と
通
好

す
る
よ
う
説
き（

（（
（

、
五
月
に
も
同
じ
趣
旨
の
書
簡
が
発
せ
ら
れ
た
と
い
う（

（（
（

。

高
麗
に
留
ま
っ
て
い
た
趙
良
弼
は
、
至
元
九
年
の
末
に
日
本
招
諭
の
た
め
再
び
日
本
に
向
か
っ
た（

（（
（

。
や
は
り
大
宰
府
守
護
所
に
至
っ
た
も

の
の
、
日
本
の
国
都
に
入
る
こ
と
は
か
な
わ
ず
、
翌
至
元
十
年
（
一
二
七
三
（
三
月
癸
酉
（
二
十
日
（、
高
麗
に
還
り
、
同
月
乙
亥
（
二
十
二

日
（
に
は
高
麗
国
王
か
ら
慰
労
さ
れ
白
銀
と
苧ち
ょ

布ふ

を
贈
ら
れ
た
。
こ
の
際
、
元
朝
の
高
麗
達ダ

魯ル

花ガ

赤チ

の
李
益
か
ら
も
贈
物
が
あ
っ
た
が
、
趙

良
弼
は
「
此
れ
は
汝
が
高
麗
を
侵
割
し
て
得
た
も
の
だ
」
と
受
け
取
り
を
拒
否
し
た（

（（
（

。
趙
良
弼
が
元
廷
に
帰
還
し
た
の
は
六
月
二
十
七
日
で

あ
っ
た（

（（
（

。
彼
が
対
日
交
渉
の
た
め
に
元
朝
を
離
れ
て
い
た
期
間
は
二
年
半
に
及
ん
だ
。
大
宰
府
守
護
所
と
難
し
い
折
衝
を
続
け
、
一
旦
は
高

麗
に
引
き
あ
げ
て
張
鐸
と
弥
四
郎
ら
日
本
の
使
者
が
元
廷
と
往
復
す
る
の
を
見
き
わ
め
た
り
、
高
麗
国
王
を
通
じ
て
日
本
へ
の
働
き
か
け
も
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行
っ
た
。
日
本
滞
在
中
に
は
禅
僧
円え
ん

爾に

（
聖
一
国
師
（
や
南な
ん

浦ぽ

紹じ
ょ
う

明み
ん

（
大
応
国
師
（
が
通
訳
に
従
事
し
て
双
方
の
意
思
疎
通
に
努
め
、
交
流

を
深
め
た
。
さ
ら
に
南
宋
寄
り
の
日
本
の
渡
宋
僧
瓊け
い

林り
ん

と
対
決
問
答
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
日
本
に
渡
る
前
の
こ
と
だ
が
、
元
朝
の

金
州
方
面
で
の
屯
田
に
は
対
日
本
政
策
の
上
か
ら
反
対
し
、
帰
国
後
、
日
本
遠
征
が
議
に
上
っ
た
と
き
に
は
、
世
祖
の
下
問
に
応
え
て
日
本

を
攻
撃
す
る
に
は
及
ば
ず
と
進
言
し
た（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
趙
良
弼
こ
そ
元
朝
の
使
者
と
し
て
日
本
と
交
渉
ら
し
い
交
渉
を
行
お
う
と
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、
世
祖
も
彼
の
功
績
を
大
い
に
認
め
て
い
た（

（（
（

。
彼
は
べ
つ
に
日
本
の
大
宰
府
守
護
所
に
拘
束
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
の

官
位
の
高
さ（

（（
（

と
、
推
測
さ
れ
る
一
行
の
盛
儀
に
加
え
て
、
な
に
よ
り
携
え
た
国
書
が
従
前
よ
り
も
日
本
の
元
朝
へ
の
遣
使
を
誘
導
推
進
す
べ

く
一
歩
踏
み
込
ん
だ
内
容
で
あ
っ
た
か
ら
、
日
本
（
鎌
倉
幕
府
（
は
軽
く
あ
し
ら
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
前
述
の

よ
う
な
行
動
の
自
在
さ
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
🄴
の
「
高
麗
林
衍
叛
」
と
「
道
梗
」
の
句
は
、
5
に
付
し
た
『
元
史
』
日
本
伝

に
み
え
る
国
書
中
の
「
高
麗
権
臣
林
衍
構
乱
」
と
「
中
路
梗
塞
」
の
句
に
対
応
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
国
書
の
後
半
部
分
を
翻
訳
し
て
み
よ

う
。

…
…
ひ
き
続
き
（
こ
ち
ら
は
日
本
に
（
通
問
し
よ
う
と
し
た
が
、
た
ま
た
ま
高
麗
の
権
臣
の
林
衍
が
乱
を
構
え
、
そ
の
た
め
に
果
た
せ

な
か
っ
た
。
王
も
ま
た
そ
の
せ
い
で
取
り
や
め
て
遣
使
し
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
遣
わ
し
た
が
中
途
で
先
に
進
め
な
く
な
っ
た
の

か
、
ど
う
と
も
わ
か
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
（
本
当
に
遣
使
の
行
動
を
起
こ
す
つ
も
り
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
（、
日
本
は
も
と
よ
り

礼
を
知
る
国
を
標
榜
し
て
い
る
以
上
、
王
の
君
臣
が
ど
う
し
て
漫
然
と
そ
の
よ
う
な
思
慮
の
な
い
こ
と
を
す
る
だ
ろ
う
か
。
近
ご
ろ
す

で
に
林
衍
を
滅
ぼ
し
、
王
位
を
復
旧
し
、
そ
の
民
を
落
ち
着
か
せ
た
の
で
、
特
に
少
中
大
夫
・
秘
書
監
の
趙
良
弼
に
命
じ
て
国
信
使
に

充
て
、
国
書
を
持
参
し
て
往
か
せ
る
こ
と
と
し
た
。
も
し
た
だ
ち
に
使
者
を
発
し
て
こ
れ
と
一
緒
に
や
っ
て
来
さ
せ
る
な
ら
ば
、
仁
者

に
親
し
み
隣
国
に
善
く
す
る
の
が
国
の
美
事
と
い
う
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
も
し
も
ぐ
ず
ぐ
ず
と
引
き
延
ば
し
、
か
く
て
兵
を
用
い
る
よ
う
な
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こ
と
に
で
も
な
れ
ば
、
い
っ
た
い
誰
が
そ
ん
な
こ
と
を
願
お
う
か
。
王
は
よ
く
お
考
え
あ
ら
ん
こ
と
を
。

🄴
の
文
章
は
彼
の
長
期
に
わ
た
る
粘
り
強
い
努
力
の
跡
を
伝
え
る
も
の
で
あ
ろ
う（

（（
（

。『
経
世
大
典
』
に
彼
の
対
日
本
工
作
活
動
を
要
約
し
て

記
録
す
る
に
は
あ
ま
り
に
複
雑
で
多
端
で
あ
っ
た
が
故
に
、
そ
の
大
宰
府
守
護
所
で
の
長
く
困
難
な
交
渉
の
印
象
か
ら
、「
留
其
太
宰
府
守

護
所
者
久
之
」
と
、 
4
の
金
有
成
に
つ
い
て
の
表
現
を
借
り
た
も
の
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。
趙
良
弼
の
遣
使
に
対
し
、
結
局
日
本
は
公
式

な
使
者
の
派
遣
を
以
て
応
答
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
元
朝
側
は
日
本
が
断
固
拒
絶
し
て
不
服
従
（
旅
拒
（
だ
と
決
め
つ
け
な
か
っ
た
と
の

『
経
世
大
典
』
の
評
価
で
あ
る
。

両
次
の
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
を
経
験
し
た
あ
と
の
日
本
で
は
、
そ
れ
以
前
の
両
国
間
の
折
衝
の
努
力
（
と
く
に
趙
良
弼
の
活
動
（
は
意
味
の
な

い
も
の
と
さ
れ
た
。
か
く
て
少
数
の
日
本
人
に
よ
る
大
蒙
古
国
・
元
朝
の
都
（
中
都
・
大
都
、
今
日
の
北
京
（
へ
の
訪
問
の
記
録
は
軽
ん
じ
ら

れ
て
失
わ
れ
、
や
が
て
人
々
の
記
憶
か
ら
も
消
え
失
せ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

論
点
の
第
四
は
、 

⓫
に
付
す
『
元
史
』
日
本
伝
に
対
応
し
て
い
る
。
そ
こ
に
「
日
本
」
と
主
語
が
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
日
本
国
が
商
人

を
派
遣
し
て
金
を
持
ち
込
ん
で
こ
れ
を
銅
銭
と
交
易
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
元
朝
は
寛
容
に
も
こ
れ
を
許
可
し
た
と
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
🄴
に
見
え
る
よ
う
に
「
詔
を
発
し
て
（
日
本
の
（
商
人
を
苦
し
め
て
は
な
ら
ぬ
」
と
し
た
。
し
か
し
こ
の
詔
（
皇
帝
聖
旨
（
の
発
布

を
直
接
に
跡
付
け
る
関
連
史
料
は
見
出
せ
な
い
。
も
し
も
日
本
国
宛
な
ら
ば
、
商
人
を
使
っ
て
利
を
求
め
る
の
で
は
な
く
入
朝
し
て
友
誼
を

通
ぜ
よ
と
諭
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
は
日
本
に
向
け
て
発
し
た
詔
で
は
あ
る
ま
い
。
元
朝
の
地
方
官
庁
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、

第
一
次
遠
征
後
の
不
穏
な
両
国
関
係
に
こ
だ
わ
ら
ず
日
本
商
人
の
交
易
の
希
望
を
か
な
え
て
許
可
し
た
詔
と
捉
え
る
の
が
適
当
と
考
え
る
。

こ
の
記
事
の
至
元
十
四
年
（
一
二
七
七
（
と
い
え
ば
、
前
年
正
月
に
南
宋
軍
は
ほ
ぼ
壊
滅
し
て
趨
勢
は
決
し
、
三
月
に
は
元
軍
の
総
司
令
官

伯バ
ヤ
ン顔
が
都
の
臨
安
に
入
城
し
た
よ
う
に
、
南
宋
が
滅
亡
し
て
間
も
な
い
時
期
で
あ
る
。
そ
ん
な
折
に
日
本
が
国
家
の
活
動
と
し
て
商
人
を
貿

易
の
た
め
に
派
遣
し
た
な
ど
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
を
元
朝
と
し
て
は
民
間
の
商
人
の
自
由
な
活
動
と
は
捉
え
ず
に
、
日
本
に
対
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し
て
恩
恵
を
与
え
る
と
の
姿
勢
で
有
利
な
取
引
き
に
応
じ
た
も
の
で
あ
ろ（
補
注
（う。

こ
こ
で
想
い
起
さ
れ
る
の
は
日
本
の
海
商
の
飽
く
な
き
銅
銭
へ
の
希
求
で
あ
り
、
同
時
に
元
朝
は
征
服
し
た
旧
南
宋
領
か
ら
金
銀
を
収
取

す
る
に
努
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
江
南
に
お
い
て
銅
銭
の
行
用
を
禁
止
し
鈔
法
を
行
き
渡
ら
せ
る
の
も
そ
の
方
針
の
一
環
で
あ
っ
た（

（（
（

。
後

世
姦
臣
と
非
難
さ
れ
る
宰
相
阿ア
フ
マ
ッ
ト

合
馬
の
専
権
の
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
に
と
く
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
阿
合
馬
の
奸
党
と
目
さ
れ
た
耿こ
う

仁
が
宰
相
に
準
ず
る
参
議
中
書
省
事
か
ら
参
知
政
事
と
し
て
宰
相
の
末
席
に
名
を
列
ね
た
の
は
こ
の
至
元
十
四
年
の
末
で
あ
り
、
や
が
て
彼

は
左
丞
に
昇
進
し
た
。『
元
史
』
巻
九
四
、
食
貨
志
、
歳
課
、
市
舶
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

（
至
元
（
十
九
年
、
又
用
耿
左
丞
言
、
以
鈔
易
銅
銭
、
令
市
舶
司
以
銭
易
海
外
金
珠
貨
物
、
仍
聴
舶
戸
通
販
抽
分
。

（
至
元
（
十
九
年
（
一
二
八
二
（、
ま
た
耿
左
丞
の
言
を
採
用
し
て
、
鈔
を
銅
銭
に
易
え
て
、
市
舶
司
に
銅
銭
を
海
外
の
金
珠
な
ど
の
貨

物
に
交
易
さ
せ
、
な
お
船
舶
の
所
有
者
に
そ
の
販
売
と
現
物
の
一
部
を
税
と
し
て
徴
収
す
る
の
を
許
可
し
た
。

耿
仁
の
提
言
に
よ
っ
て
、
国
内
で
行
用
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
銅
銭
を
海
外
貿
易
に
活
用
し
、
金
や
真
珠
な
ど
の
物
資
に
交
易
さ
せ
る
政
策
が

と
ら
れ
た
。
こ
こ
に
み
た
至
元
十
四
年
の
記
事
は
そ
の
端
緒
を
ひ
ら
い
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。「
柔
遠
之
道
至
矣
」
の
一
句
は
論
点

の
第
四
の
結
び
で
あ
る
と
同
時
に
、
🄴
全
体
の
結
び
で
も
あ
り
、
遠
い
異
域
を
和
ら
げ
懐
け
る
世
祖
の
外
交
方
針
を
評
し
た
言
で
も
あ
ろ
う
。

3　

第
二
次
遠
征
失
敗
の
原
因
と
責
任

論
評
的
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
🄵
の
文
も
四
つ
の
部
分
か
ら
成
っ
て
お
り
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

　
（
第
二
次
遠
征
で
（
阿ア
ラ
ガ
ン

剌
罕
が
日
本
に
出
征
す
る
と
き
、
天
子
が
諸
将
に
宣
諭
し
て
こ
う
言
っ
た
。「
一
つ
だ
け
朕
が
心
配
す
る
の
は
、

諸
君
同
士
が
協
調
し
な
い
の
で
は
と
い
う
こ
と
だ
」。
果
し
て
、
諸
将
は
尸か
ば
ね

を
輿に
な

っ
て
帰
る
よ
う
な
大
敗
を
喫
し
た（

（（
（

。
そ
れ
で
彼
ら
は

こ
の
よ
う
に
上
言
し
た
。「
将
校
た
ち
が
統
制
に
従
わ
ず
勝
手
に
逃
亡
し
た
の
で
、
兵
士
を
船
に
載
せ
て
合
浦
に
至
り
、
郷
里
に
還
ら

『経世大典』にみる元朝の対日本外交論（3



せ
ま
し
た
」。
敗
卒
の
于う

閶し
ょ
う

な
る
者
が
逃
れ
帰
る
と
こ
う
言
っ
た
。「
省
臣
た
ち
が
先
に
逃
げ
去
り
、
軍
を
五
龍
山
の
下
に
遺
棄
し
、

日
本
に
殲
滅
さ
れ
ま
し
た
」
と
。
諸
将
の
罪
が
こ
こ
で
始
め
て
露
見
し
た
。

　

昂ア
ン
ギ
ル

吉
児
の
言
う
に
は
、「
語
に
『
上
下
の
欲
を
同
じ
く
す
る
者
は
勝
つ（

（（
（

』
ま
た
『
兵
は
気
を
以
て
主
と
為
す（

（（
（

』
と
い
い
ま
す
。
近
年
、

民
は
貧
し
く
賦
は
重
く
、
し
き
り
に
水
旱
が
起
こ
っ
て
も
瀕
死
の
も
の
を
救
う
も
ま
ま
な
ら
ず
、
そ
こ
に
駆
り
た
て
て
海
外
遠
征
を
実

行
す
る
の
で
は
悲
し
み
嘆
か
な
い
も
の
は
な
く
、
こ
れ
で
は
『
上
下
の
欲
を
同
じ
く
す
る
』
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
大
軍
は
東
海
で
挫
か

れ
敗
れ
、
乱
れ
慌
て
て
意
気
阻
喪
し
、
人
々
は
闘
う
意
欲
を
な
く
し
、
い
わ
ゆ
る
気
を
以
て
主
と
為
す
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」。

第
一
は
日
本
へ
の
進
発
に
際
し
て
世
祖
の
懸
念
す
る
言
葉
、
第
二
は
帰
還
し
た
将
軍
の
報
告
、
第
三
は
遅
れ
て
帰
還
し
た
敗
卒
于
閶
の
報
告
、

第
四
は
昂
吉
児
の
日
本
遠
征
に
つ
い
て
の
意
見
で
あ
る
。
第
二
次
日
本
遠
征
は
確
か
に
失
敗
し
た
が
、
両
軍
大
会
戦
し
た
末
の
敗
北
と
は
言

い
に
く
い
。
知
ら
れ
る
よ
う
に
成
功
と
失
敗
を
分
け
た
の
は
暴
風
の
害
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。
昂
吉
児
は
こ
れ
を
「
挫ざ

衄じ
く

」
と
表
現
し
て
い
る（

（（
（

。
そ
れ
で
も
『
経
世
大
典
』
で
は
失
敗
の
原
因
を
自
然
的
条
件
に
帰
せ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
人
の
行
動
を
論
点
と
し
て
取

り
上
げ
る
。

論
点
の
第
一
は
⓭
の
文
を
踏
ま
え
て
い
る
が
、
ま
ず
🄲
の
年
次
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
。
🄲
は
日
本
遠
征
を
実
施
し
失
敗
し
た
事
実
を
述

べ
て
い
る
か
ら
「
至
元
十
八
年
」
と
訂
正
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
し
か
し
な
ぜ
原
文
に
「
十
七
年
」
と
あ
る
か
と
い
え
ば
、
⓬
の
日
本
行

省
（
征
日
本
行
省
（
の
設
置
と
人
事
が
十
七
年
だ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
さ
て
⓭
は
至
元
十
八
年
（
一
二
八
一
（
二
月
丙
戌
（
十
九
日
（
の
遠

征
軍
出
発（

（（
（

に
先
立
っ
て
、
諸
将
を
前
に
し
て
の
世
祖
の
言
葉
（
勅
（
で
あ
る
。
⓭
に
対
応
す
る
『
元
史
』
日
本
伝
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
日
本
遠

征
の
名
分
が
表
明
さ
れ（

（（
（

、
つ
い
で
よ
そ
の
国
家
を
取
り
他
人
の
土
地
を
手
に
入
れ
て
も
、
人
々
を
す
っ
か
り
殺
し
て
し
ま
っ
て
は
土
地
を
手

に
入
れ
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
、
か
ね
て
聞
い
た
漢
人
の
言
葉
を
引
用
す
る
。
こ
こ
に
は
遠
征
先
で
の
無
用
の
殺
戮
を
戒
め
る
意
図
が

隠
さ
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
世
祖
が
憂
慮
し
て
や
ま
な
い
懸
念
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
⓭
に
引
用
さ
れ
る
の
は
そ
の
最
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後
の
部
分
で
あ
り
、
遠
征
の
将
軍
た
ち
の
間
の
不
和
の
問
題
で
あ
る
。
た
だ
「
范
文
虎
新
降
者
也
、
汝
等
必
軽
之
」
の
部
分
は
『
元
史
』
日

本
伝
に
見
え
ず
、『
経
世
大
典
』
だ
け
に
見
え
る
ス
ト
レ
ー
ト
な
表
現
で
あ
る
。
世
祖
に
早
く
か
ら
仕
え
た
忻
都
・
洪
茶
丘
ら
の
将
軍
た
ち

が
新
附
の
将
軍
た
ち
を
低
く
見
る
こ
と
は
あ
り
が
ち
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
っ
て
も
海
洋
を
渡
っ
て
日
本
に
遠
征
す
る
に
は
旧
南
宋
勢
力
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
⓭
に
対
応
す
る
『
元
史
』
日
本
伝
の
末
に
見
る
よ
う
に
、
世
祖
は
遠
征
軍
が
日
本
と
交
渉
す

る
場
面
を
想
定
し
、「
仮
に
彼
の
国
の
人
が
や
っ
て
来
て
卿
ら
と
話
し
合
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
き
っ
と
心
を
同
じ
く
し
て
協
力
し

て
話
し
合
い
、
あ
た
か
も
一
人
の
口
か
ら
出
る
よ
う
に
応
答
せ
よ
」
と
、
諸
将
間
の
不
和
が
そ
の
交
渉
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
と
心

配
し
て
い
た
。

論
点
の
第
二
は
至
元
十
八
年
八
月
の
⓮
の
文
に
基
い
て
い
る
。
敵
に
会
わ
な
い
う
ち
に
全
軍
を
失
っ
て
帰
還
し
た
の
だ
が
、
范
文
虎
ら
諸

将
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
大
宰
府
を
目
ざ
し
て
進
攻
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
暴
風
で
船
舶
が
大
き
な
損
壊
を
被
っ
て
、
将
校
た
ち
が
統

制
を
乱
し
て
逃
げ
去
っ
た
た
め
兵
士
を
船
に
載
せ
て
合
浦
に
至
っ
て
郷
里
に
還
ら
せ
た
と
い
う
。
将
校
と
は
、
⓮
に
は
厲れ
い

徳と
く

彪ひ
ょ
う

・
王
国
佐

の
名
が
見
え
る
が
、『
元
史
』
日
本
伝
に
は
万
戸
厲
徳
彪
・
招
討
王
国
佐
・
水
手
総
管
陸
文
政
の
三
名
が
現
場
に
お
い
て
責
任
の
あ
っ
た
者

と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
本
格
的
に
戦
端
を
ひ
ら
く
前
に
引
き
あ
げ
た
と
の
言
い
方
で
あ
る（

（（
（

。『
元
史
』
世
祖
紀
に
は
遠
征
軍
主
力
の
帰
還

に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

（
至
元
十
八
年
八
月
壬
辰
（、
詔
征
日
本
軍
回
、
所
在
官
為
給
糧
。
忻
都
・
洪
茶
丘
・
范
文
虎
・
李
庭
・
金
方
慶
諸
軍
、
船
為
風
濤
所
激
、

大
失
利
、
余
軍
回
至
高
麗
境
、
十
存
一
二
。

（
至
元
十
八
年
八
月
壬
辰
（
二
十
九
日
（（、
詔
し
、
征
日
本
軍
が
回か
え

っ
た
の
で
、
所
在
の
官
が
糧
食
を
供
給
し
て
や
る
よ
う
に
し
た
。
忻

都
・
洪
茶
丘
・
范
文
虎
・
李
庭
・
金
方
慶
の
諸
軍
は
、
そ
の
船
が
風
濤
に
激
し
く
う
た
れ
て
、
大
敗
を
喫
し
、
残
余
の
軍
で
高
麗
の
国

境
ま
で
回
り
着
い
た
も
の
は
全
体
の
一
、
二
割
で
あ
っ
た
。
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論
点
の
第
三
は
⓯
の
文
に
基
き
、
遠
征
軍
の
本
隊
か
ら
置
き
去
り
に
さ
れ
た
末
に
よ
う
や
く
脱
出
帰
還
を
果
し
た
江
南
出
身
の
敗
残
兵
于

閶
な
る
者
の
生
々
し
い
証
言
で
あ
り
、
従
来
よ
く
知
ら
れ
た
史
料
で
あ
る
。
こ
こ
に
取
り
上
げ
て
い
る
『
経
世
大
典
』
の
記
録
が
節
略
さ
れ

た
短
文
の
引
用
が
多
い
な
か
で
、
⓯
は
『
元
史
』
日
本
伝
と
重
な
っ
て
比
較
的
長
文
の
引
用
と
な
っ
て
い
る
。
第
二
次
遠
征
の
失
敗
の
真
相

を
伝
え
る
も
の
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
范
文
虎
ら
の
報
告
自
体
に
は
大
筋
に
お
い
て
誤
り
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
遅

れ
て
も
た
ら
さ
れ
た
于
閶
の
報
告
は
衝
撃
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
十
余
万
人
が
島
に
残
さ
れ
、
食
糧
も
な
く
統
率
者
も
な
い
状
態
で
三
日
が

経
過
し
、
よ
う
や
く
衆
議
に
よ
り
張
百
戸
な
る
も
の
を
首
領
と
し
て
帰
還
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
日
本
人
の
襲
撃
に
遇
い
、
戦
死

を
免
れ
た
も
の
二
、
三
万
人
が
捕
虜
と
し
て
博
多
に
連
行
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
蒙
古
人
・
高
麗
人
・
漢
人
は
殺
害
さ
れ
た
が
、
旧
南
宋
の
新

附
軍
は
日
本
人
に
よ
っ
て
「
唐
人
」
と
見
な
さ
れ
て
奴
と
さ
れ
た
。
于
閶
は
そ
こ
か
ら
逃
れ
て
帰
っ
て
き
た
の
だ
っ
た
。
本
隊
が
撤
退
し
て

孤
立
に
陥
っ
た
状
況
を
伝
え
る
「
無
食
無
主
者
三
日
」
の
表
現
は
『
経
世
大
典
』
だ
け
に
見
え
る
。
文
中
「
平
壷
島
」
は
平
戸
、「
八
角
島
」

は
博
多
で
あ
る
。
🄵
に
も
見
え
る
「
五
龍
山
」
は
鷹
島
で
あ
る
と
い
う（

（（
（

。
于
閶
に
や
や
遅
れ
て
莫
青
と
呉
万
五
の
二
人
が
帰
着
し
た
。
本
隊

に
取
り
残
さ
れ
て
辛
酸
を
な
め
て
帰
還
し
た
三
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
あ
ま
り
に
悲
惨
な
印
象
が
「
十
万
之
衆
、
得
還
者
此
三
人
耳
（
也
（」

の
表
現
を
生
ん
だ
の
で
あ
ろ
う（

（（
（

。
范
文
虎
ら
省
臣
（
征
日
本
行
省
臣
（
が
先
に
撤
退
し
て
多
く
の
兵
を
置
き
去
り
に
し
た
あ
と
の
状
況
に
つ

い
て
于
閶
の
証
言
が
あ
っ
て
、
将
軍
た
ち
の
罪
が
は
じ
め
て
暴
露
（
暴
著
（
さ
れ
た
と
は
『
経
世
大
典
』
の
評
言
で
あ
る
。

ま
た
『
元
史
』
巻
一
六
五
、
張
禧
伝
も
暴
風
に
遇
っ
た
遠
征
軍
の
混
乱
を
伝
え
て
い
う
。

（
至
元
（
十
七
年
、
加
鎮
国
上
将
軍
・
都
元
帥
。
時
朝
廷
議
征
日
本
、
禧
請
行
、
即
日
拝
行
中
書
省
平
章
政
事
、
与
右
丞
范
文
虎
・
左

丞
李
庭
同
率
舟
師
、
泛
海
東
征
。
至
日
本
、
禧
即
捨
舟
、
築
塁
平
湖
島
、
約
束
戦
艦
、
各
相
去
五
十
歩
止
泊
、
以
避
風
濤
触
撃
。
八
月
、

颶
風
大
作
、
文
虎
・
庭
戦
艦
悉
壊
、
禧
所
部
独
完
。
文
虎
等
議
還
、
禧
曰
、「
士
卒
溺
死
者
半
、
其
脱
死
者
、
皆
壮
士
也
、
曷
若
乗
其

無
回
顧
心
、
因
糧
於
敵
以
進
戦
。」
文
虎
等
不
従
、
曰
、「
還
朝
問
罪
、
我
輩
当
之
、
公
不
与
也
。」
禧
乃
分
船
与
之
。
時
平
湖
島
屯
兵
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四
千
、
乏
舟
、
禧
曰
、「
我
安
忍
棄
之
。」
遂
悉
棄
舟
中
所
有
馬
七
十
匹
、
以
済
其
還
。
至
京
師
、
文
虎
等
皆
獲
罪
、
禧
独
免
。

張
禧
は
（
至
元
（
十
七
年
に
、
鎮
国
上
将
軍
・
都
元
帥
を
加
え
ら
れ
た
。
そ
の
当
時
、
朝
廷
で
は
日
本
を
征
伐
す
る
こ
と
が
議
せ
ら
れ
、

禧
は
自
分
も
行
こ
う
と
請
う
て
、
即
日
に
行
中
書
省
平
章
政
事
を
拝
命
し
、
右
丞
范
文
虎
・
左
丞
李
庭
と
と
も
に
舟
師
を
率
い
て
、
海

に
泛う
か

び
東
征
し
た
。
日
本
に
至
る
と
、
禧
は
さ
っ
そ
く
上
陸
し
、
砦
を
平
戸
に
築
き
、
戦
艦
を
統
制
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
五
十
歩
の
間
隔

を
あ
け
て
停
泊
し
、
風
濤
の
衝
撃
を
避
け
よ
う
と
し
た
。
八
月
、
暴
風
が
大
い
に
作お
こ

り
、
文
虎
と
庭
の
戦
艦
は
み
な
損
壊
し
た
が
、
禧

が
統
率
す
る
も
の
だ
け
は
無
事
で
あ
っ
た
。
文
虎
ら
が
帰
還
を
議
し
た
と
き
、
禧
が
こ
う
言
っ
た
。「
士
卒
で
溺
死
し
た
者
が
半
ば
と

は
い
え
、
死
を
脱
し
た
者
は
す
べ
て
壮
士
な
の
だ
か
ら
、
こ
こ
は
兵
に
後
ろ
を
顧
み
る
気
が
な
い
の
に
乗
じ
、
敵
中
に
糧
を
求
め
て
前

進
し
て
戦
う
の
が
一
番
だ
」。
文
虎
ら
は
そ
れ
に
従
わ
ず
こ
う
言
っ
た
。「
帰
朝
し
て
罪
に
問
わ
れ
る
時
に
は
自
分
が
矢
面
に
立
つ
か
ら
、

公
は
関
与
せ
ず
と
も
よ
い
」。
禧
は
そ
こ
で
自
分
の
船
を
分
け
与
え
た
。
そ
の
時
、
平
戸
に
は
兵
四
千
を
駐
屯
さ
せ
て
い
た
が
舟
が
不

足
し
て
い
た
。
禧
は
ど
う
し
て
彼
ら
を
遺
棄
で
き
よ
う
も
の
か
と
言
っ
て
、
か
く
て
舟
中
の
馬
七
十
匹
を
す
べ
て
棄
て
て
兵
の
帰
還
を

成
し
遂
げ
た
。
京
師
に
至
っ
て
、
文
虎
ら
は
み
な
罪
を
得
た
が
、
禧
だ
け
は
罪
を
免
ぜ
ら
れ
た
。

范
文
虎
が
戦
闘
を
回
避
し
て
日
本
を
離
れ
る
時
点
で
す
で
に
失
敗
の
責
任
を
自
覚
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
李
庭
も
同
じ
く
責
任
を
免
れ

な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う（

（（
（

。
行
中
書
省
平
章
政
事
で
あ
っ
た
張
禧
は
諸
将
と
は
異
な
り
罪
を
免
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
范
文
虎
ら
が
実
際
ど
の

よ
う
な
罪
に
あ
て
ら
れ
た
か
を
伝
え
る
史
料
を
見
出
せ
な
い
。
民
国
期
の
屠
寄
『
蒙
兀
児
史
記
』
巻
一
一
二
、
范
文
虎
伝
に
は
『
元
史
』
張

禧
伝
を
引
き
な
が
ら
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

初
議
班
師
、
張
禧
曰
、「
士
卒
溺
死
過
半
、
其
脱
死
者
、
皆
壮
士
也
、
易
若
乗
其
無
返
顧
心
、
因
糧
於
敵
以
進
戦
。」
文
虎
不
従
、
曰
、

「
還
朝
問
辜
、
我
自
当
之
。」
及
帰
、
文
虎
以
遇
風
之
状
奏
、
汗
竟
不
之
辜
。

後
世
の
解
釈
で
は
あ
る
が
、
范
文
虎
は
大
風
に
遇
っ
た
状
況
を
奏
上
し
、
敗
戦
の
責
任
と
処
罰
に
つ
い
て
は
「
汗
、
竟つ
い

に
こ
れ
を
辜つ
み

せ
ず
」

『経世大典』にみる元朝の対日本外交論（7



と
あ
る
よ
う
に
、
降
格
は
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
刑
罰
が
適
用
さ
れ
る
ま
で
の
こ
と
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
范
文
虎
は
の
ち
に
江
南

の
諸
叛
乱
討
伐
に
従
事
す
る
な
ど
し
て
武
官
と
し
て
の
生
涯
を
終
え
て
い
る
。

論
点
の
第
四
は
⓰
の
文
に
基
く
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
至
元
二
十
年
（
一
二
八
三
（
の
淮
西
宣
慰
使
昂ア
ン
ギ
ル

吉
児
の
意
見
で
あ
り
、
字
数
で

い
え
ば
🄵
の
文
の
半
ば
を
占
め
る
。
し
か
も
こ
の
部
分
は
例
外
的
に
『
元
史
』
日
本
伝
に
は
対
応
せ
ず
、
つ
ぎ
に
掲
げ
る
同
書
巻
一
三
二
、

昂
吉
児
伝
と
相
互
に
補
う
と
こ
ろ
が
あ
る（

（（
（

。

日
本
不
庭
、
帝
命
阿
塔
海
等
領
卒
十
万
征
之
、
昂
吉
児
上
疏
、
其
略
曰
、「
臣
聞
兵
以
気
為
主
、
而
上
下
同
欲
者
勝
。
比
者
連
事
外

夷
、
三
軍
屡
衄
、
不［
可
］以
言
気
、
海
内
騒
然
、
一
遇
調
発
、
上
下
愁
怨
、
非
所
謂
同
欲
也
、
請
罷
兵
息
民
。」 

不
従
。〔
既
而
師
果
無

功
。〕

日
本
が
元
朝
に
ま
つ
ろ
わ
な
い
の
で
、
帝
は
阿ア
タ
ハ
イ
塔
海
ら
に
命
じ
て
兵
卒
十
万
を
率
い
て
征
討
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
昂
吉
児
が
上
疏
し
た
。

そ
の
概
略
は
以
下
の
よ
う
だ
っ
た
。「
臣
が
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
兵
は
気
を
以
て
主
と
為
し
、
上
下
の
欲
を
同
じ
く
す
る
者
は
勝
つ
と

い
い
ま
す
。
こ
の
ご
ろ
し
き
り
に
外
夷
征
討
を
行
っ
て
大
軍
は
屡
々
敗
北
し
、
と
て
も
気
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
国
中
が
騒
然
た
る
状
況

で
す
。
こ
こ
で
一
た
び
征
討
に
伴
う
徴
発
に
遇
お
う
も
の
な
ら
上
下
の
も
の
が
嘆
き
怨
み
、
い
わ
ゆ
る
欲
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ど
う
か
派
兵
を
中
止
し
民
を
休
息
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」。
従
わ
ず
。〔
か
く
て
遠
征
軍
は
成
功
せ
ず
じ
ま
い
だ
っ
た
〕。

第
三
次
日
本
遠
征
計
画
に
つ
い
て
は
、『
元
史
』
巻
一
二
、
世
祖
紀
に
い
う
。

（
至
元
二
十
年
五
月
甲
子
（、
立
征
東
行
中
書
省
、
以
高
麗
国
王
与
阿
塔
海
共
事
。
給
高
麗
国
征
日
本
軍
衣
甲
。

高
麗
と
の
連
携
を
前
提
と
し
て
計
画
さ
れ
た
か
ら
、
こ
の
記
事
は
当
然
『
元
史
』
高
麗
伝
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
征
東
行
省
は
征
日
本
行

省
（
日
本
行
省
（
と
も
称
さ
れ
た
。
⓰
に
み
る
よ
う
に
、
日
本
行
省
の
人
事
が
発
表
さ
れ
、
十
万
人
規
模
の
遠
征
軍
が
組
織
さ
れ
よ
う
と
し

た
の
に
危
機
感
を
覚
え
て
、
昂
吉
児
は
緊
急
提
言
し
た
。
彼
の
日
本
遠
征
中
止
提
言
は
民
の
過
重
な
負
担
（
民
労
（
を
理
由
と
し
て
い
た
。
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し
か
し
彼
の
提
言
は
そ
の
時
に
は
世
祖
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
『
孫
子
』
な
ど
を
引
用
し
て
説
く
と
こ
ろ
は
戦
争
に
お
け

る
上
下
不
一
致
や
闘
志
（
士
気
（
の
問
題
で
あ
る
。『
経
世
大
典
』
の
編
者
は
こ
こ
に
着
目
し
て
、
第
二
次
遠
征
の
不
幸
な
結
末
と
関
連
づ

け
て
🄵
の
末
尾
に
挿
入
し
、
前
段
部
分
を
承
け
て
の
締
め
く
く
り
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

な
お
『
元
史
』
昂
吉
児
伝
に
上
疏
の
記
事
に
続
け
て
「
既
而
師
果
無
功
」
と
あ
る
の
に
は
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
で
は
第
二
次
遠
征
以
前
の

提
言
の
如
く
に
み
え
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
六
字
は
削
除
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。『
蒙
兀
児
史
記
』
巻
九
六
、
昂
吉
児
伝
に
は
上
疏
の

あ
と
に
、「
行
省
尋
罷
、
師
亦
不
出 

（
行
省
尋つ
い

で
罷
め
ら
れ
、
師
も
亦
た
出
で
ず
（」
と
文
章
を
付
け
加
え
た
う
え
で
、「
旧
伝
に
『
既
に
し
て

師
果
し
て
功
無
し
』
と
云
う
は
、
語
意
誤
る
」
と
注
し
て
い
る
。

『
経
世
大
典
』
日
本
の
記
事
に
は
昂
吉
児
の
名
が
四
箇
所
も
見
え
て
い
る
。
🄳
の
前
段
に
は
「（
至
元
（
二
十
年
、
阿
塔
海
復
以
十
万
人
往
、

而
昂
吉
児
上
言
、
民
労
、
乞
寢
兵
」
と
あ
り
、
後
段
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

上
亦
謂
、「
日
本
未
嘗
相
侵
、
而
交
趾
犯
辺
、
宜
置
日
本
、
専
事
交
趾
。」 

遂
罷
征
、
日
本
人
竟
不
至
。

世
祖
は
や
は
り
こ
う
言
っ
た
。「
日
本
は
未
だ
嘗
て
侵
攻
し
て
き
た
こ
と
は
な
い
が
、
交
趾
は
我
が
辺
境
を
犯
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

こ
こ
は
日
本
は
さ
し
置
き
、
専
ら
交
趾
を
相
手
に
す
る
の
が
よ
い
」。
か
く
し
て
日
本
遠
征
を
取
り
止
め
た
。
日
本
人
が
や
っ
て
来
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
🄳
の
前
段
と
後
段
を
関
連
づ
け
て
読
ま
れ
か
ね
な
い
文
章
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
後
段
は
⓲
に
対
応
し
て
い
て
、
至
元
二
十
三
年

（
一
二
八
六
（
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
事
態
の
推
移
の
次
第
か
ら
す
れ
ば
、
世
祖
が
日
本
遠
征
よ
り
も
交
趾
遠
征
を
優
先
し

よ
う
と
し
た
の
は
昂
吉
児
の
提
言
に
従
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。『
元
史
』
巻
一
四
、
世
祖
紀
に
い
う
。

（
至
元
二
十
三
年
正
月
（
甲
戌
、
帝
以
日
本
孤
遠
島
夷
、
重
困
民
力
、
罷
征
日
本
、
召
阿
八
赤
赴
闕
、
仍
散
所
顧
民
船
。

（
至
元
二
十
三
年
正
月
（
甲
戌
（
七
日
（、
帝
は
、
日
本
は
遠
く
離
れ
た
島
夷
で
あ
り
、（
こ
れ
を
相
手
に
し
て
い
て
は
（
民
力
を
ひ
ど
く
苦

『経世大典』にみる元朝の対日本外交論（（



し
め
る
の
で
、
日
本
を
征
討
す
る
の
を
罷
め
、
阿ア

バ

チ
八
赤
を
召
喚
し
て
闕
に
赴
か
せ
、
な
お
顧
っ
た
民
船
を
解
散
さ
せ
た
。

世
祖
が
日
本
遠
征
中
止
を
宣
言
し
た
の
は
至
元
二
十
三
年
初
頭
で
あ
り
、
こ
れ
は
前
年
に
劉
宣
の
上
奏
が
あ
っ
た
の
を
承
け
て
の
最
終
決
定

で
あ
っ
た
。
日
本
に
対
し
て
軍
事
力
を
行
使
す
る
の
を
や
め
た
こ
と
、
そ
の
帰
結
と
し
て
日
本
国
か
ら
の
使
者
派
遣
と
通
好
が
世
祖
期
に
お

い
て
つ
い
に
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
を
強
く
意
識
す
る
が
故
に
、
🄳
の
末
尾
に
無
く
も
が
な
の
「
日
本
人
竟
不
至
」
の
句
が
挿
入
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
句
は 
⓴
の
末
尾
に
も
見
え
、『
元
史
』
日
本
伝
全
体
の
末
尾
の
句
で
も
あ
る
か
ら
⓴
が
定
位
置
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

昂
吉
児
は
西
夏
の
将
軍
の
家
に
生
ま
れ
た
。
父
は
太
祖
チ
ン
ギ
ス
に
仕
え
、
そ
の
後
を
継
い
だ
彼
も
世
祖
の
信
任
厚
く
、
権
臣
阿
合
馬
一

党
の
不
正
を
も
直
言
で
き
た
人
物
で
あ
っ
た
。
世
祖
は
時
に
直
言
し
て
や
ま
な
い
昂
吉
児
に
憤
り
を
覚
え
て
も
、
最
後
に
は
彼
の
純
粋
さ
を

認
め
て
い
た（

（（
（

。
第
三
次
遠
征
計
画
の
中
止
を
求
め
る
意
見
は
他
に
も
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
名
が
『
経
世
大
典
』
に
残
さ
れ
た
の

は
や
は
り
世
臣
と
し
て
の
評
価
が
高
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　

む　

す　

び

『
経
世
大
典
』
日
本
の
記
述
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
🄷
の
文
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。

　

あ
ゝ
、
世
祖
が
文
武
に
よ
り
天
下
を
経
営
し
四
海
を
略
定
し
た
こ
と
、
人
物
を
見
き
わ
め
る
明
察
ぶ
り
、
謙
虚
で
あ
り
な
が
ら
そ
の

徳
が
お
の
ず
と
輝
く
度
量
、
成
宗
が
よ
く
満
を
持
し
た
こ
と
、
昂
吉
児
の
正
し
い
言
葉
、
日
本
遠
征
の
諸
将
の
罪
責
、
そ
し
て
日
本
は

み
ず
か
ら
天
子
が
天
下
に
君
臨
す
る
の
を
拒
絶
し
た
こ
と
、
こ
れ
ら
は
み
な
後
世
に
伝
え
お
く
べ
き
こ
と
だ
。

全
体
と
し
て
偉
大
な
世
祖
皇
帝
の
事
績
の
顕
彰
に
主
眼
が
お
か
れ
た
記
述
で
あ
っ
た
。
日
本
は
惜
し
い
こ
と
に
、
そ
う
し
た
皇
帝
の
聖
徳
光

被
の
機
会
を
み
ず
か
ら
捨
て
去
っ
た
と
の
結
論
に
な
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
ま
ず
は
『
経
世
大
典
』
の
論
法
に
添
い
つ
つ
整
理
し
て
き
た
。『
経
世
大
典
』
の
記
述
は
必
ず
し
も
緻
密
に
書
か
れ
て
い
な
い
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箇
所
も
あ
り
、
正
確
な
意
味
で
反
省
や
論
評
と
は
言
え
な
い
面
も
あ
っ
た
。
大
元
帝
国
と
し
て
の
一
方
的
な
先
入
観
や
価
値
観
に
貫
か
れ
て

い
る
こ
と
も
け
だ
し
当
然
で
あ
ろ
う
。
対
象
と
す
る
日
本
の
事
情
に
立
ち
入
っ
て
顧
慮
す
る
と
こ
ろ
も
あ
ま
り
な
い
。
主
と
し
て
交
通
の
困

難
に
起
因
す
る
情
報
伝
達
の
不
備
や
遅
滞
な
ど
、
当
時
の
困
難
な
制
約
の
も
と
で
両
国
間
の
認
識
の
す
れ
違
い
（
ミ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン m
iscom

m
unication

（、
あ
る
い
は
ミ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
以
前
と
も
い
う
べ
き
諸
事
象
を
見
出
す
。
元
朝
・
高
麗
・
日
本
の
間
に

生
起
し
た
対
立
や
衝
突
や
戦
役
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
従
来
、
時
と
し
て
正
邪
の
決
め
つ
け
を
免
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
か

に
見
え
る
。
筆
者
の
関
心
と
し
て
は
、
努
め
て
そ
う
し
た
予
断
を
解
き
ほ
ぐ
し
脱
し
て
、
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
的
環
境
の
な
か
で
諸
国
の
人
々

が
い
か
に
考
え
行
動
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注（
1
（
池
内
宏
『
元
寇
の
新
研
究
』
一
九
三
一
、
東
洋
文
庫
。

（
2
（「
モ
ン
ゴ
ル
国
国
書
の
周
辺
」（『
史
窓
』
第
六
四
号
、
二
〇
〇
七
（、「
第
二
次
日
本
遠
征
後
の
元
・
麗
・
日
関
係
外
交
文
書
に
つ
い
て
」

（『
東
方
学
報
』
第
九
〇
冊
、
二
〇
一
五
（、
参
照
。

（
3
（『
元
史
』
巻
三
二
、
文
宗
紀
天
暦
二
年
九
月
戊
辰
条
に
い
う
。

勅
翰
林
国
史
院
官
同
奎
章
閣
学
士
采
輯
本
朝
典
故
、
準
唐
・
宋
会
要
、
著
為
経
世
大
典
。

（
4
（
治
典
・
賦
典
・
礼
典
・
政
典
・
憲
典
・
工
典
は
六
部
の
吏
・
戸
・
礼
・
兵
・
刑
・
工
に
対
応
す
る
か
ら
、
こ
の
日
本
に
つ
い
て
の
叙
述
は

当
然
な
が
ら
、
兵
事
と
し
て
扱
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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（
（
（
雲
南
地
方
辺
境
に
あ
り
緬
国
に
接
す
る
小
部
族
国
家
。

（
6
（『
元
史
』
日
本
伝
に
は
曹
介
升
と
あ
り
、『
元
文
類
』
に
は
曹
介
叔
と
あ
る
。
ほ
か
に
こ
の
人
名
に
関
す
る
史
料
を
見
出
せ
な
い
の
で
、
さ

し
あ
た
り
『
元
史
』
日
本
伝
に
よ
る
。

（
7
（
但
し
第
八
次
遣
使
の
使
者
は
如
智
・
王
君
智
、
第
九
次
遣
使
は
王
積
翁
・
如
智
と
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
第
八
次
遣
使
は
『
善
隣
国

宝
記
』
に
よ
れ
ば
、
出
航
し
た
が
中
途
で
引
き
返
し
た
と
い
う
。『
経
世
大
典
』
で
は
使
者
の
名
録
と
し
て
、
第
八
次
遣
使
は
顧
慮
せ
ず
に
第

九
次
遣
使
を
取
り
上
げ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

（
8
（「
鎌
倉
年
代
記
裏
書
」（『
増
補
続
史
料
大
成
』
所
収
（
に
い
う
。

大
元
将
軍
夏
貴
・
范
文
虎
、
使
周
福
・
欒
忠
相
具
渡
宋
僧
本
暁
房
霊
杲
・
通
事
陳
光
等
着
岸
、
牒
状
之
旨
如
前
々
、
於
博
多
斬
首
。

（
（
（『
勘
仲
記
』
弘
安
二
年
七
月
廿
五
日
条
に
い
う
。

参
殿
下
、
次
謁
信
輔
、
宋
朝
牒
状
自
関
東
去
夕
到
來
、
今
日
於
仙
洞
有
評
定
、
殿
下
已
下
皆
参
、
左
大
弁
宰
相
束
帯
、
読
申
牒
状
云
々
。

如
伝
聞
者
、
宋
朝
為
蒙
古
已
被
打
取
、
日
本
是
危
、
自
宋
朝
被
告
知
之
趣
歟
、
今
日
人
々
議
不
一
揆
云
々
。

　
　

 

ま
た
同
書
弘
安
二
年
七
月
廿
九
日
条
に
い
う
。

今
日
異
国
牒
状
内
々
有
御
評
定
、
書
状
之
体
違
先
例
、
無
礼
也
。
亡
宋
旧
臣
直
奉
日
本
帝
王
之
条
、
誠
過
分
歟
。
但
落
居
分
、
関
東
定

計
申
歟
。

（
10
（
至
元
二
十
九
年
六
月
に
は
四
艘
の
日
本
の
互
市
船
の
う
ち
難
破
を
の
が
れ
た
一
艘
が
慶
元
路
に
到
達
し
た
。
商
舶
の
帰
国
に
際
し
、
江
浙

行
省
参
知
政
事
の
燕
公
楠
か
ら
の
牒
状
が
鎌
倉
に
も
た
ら
さ
れ
た 
（
拙
稿
「
第
二
次
日
本
遠
征
後
の
元
・
麗
・
日
関
係
外
交
文
書
に
つ
い

て
」（。

　
　

 

ま
た
「
鎌
倉
年
代
記
裏
書
」
正
応
五
年
（
一
二
九
二
（
七
月
に
い
う
。
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附
商
舶
帰
朝
、
大
元
燕
公
南マ
マ

献
牒
状
。

（
11
（
拙
稿
「
第
二
次
日
本
遠
征
後
の
元
・
麗
・
日
関
係
外
交
文
書
に
つ
い
て
」
参
照
。

（
12
（
用
例
と
し
て
は
、「
待
以
不
臣
之
礼
」、「
加
不
臣
之
礼
」、「
行
不
臣
之
礼
」
な
ど
と
い
う
。
ま
た
『
善
隣
国
宝
記
』
巻
上
に
い
う
。

『
宋
元
通
鑑
』
曰
、
元
使
黒
的
奉
書
如
日
本
、
示
以
不
臣
之
礼
、
道
由
高
麗
、
高
麗

言
、「
其
道
険
、
不
可
辱
天
使
。」
命
其
起
居
舎
人

潘
阜
持
書
往
、
留
六
月
、
不
得
其
要
領
而
還
。
黒
的
遂
不
復
往
。

（
13
（「
鎌
倉
年
代
記
裏
書
」
に
い
う
。

今
年
建
治
元
四
月
十
五
日
、
大
元
使
着
長
門
国
室
津
浦
、
八
月
、
件
牒
使
五
人
被
召
下
関
東
、
九
月
七
日
、
於（
滝
（［
龍
］口
刎
首
。
一
、

中（
須
（［
順
］大
夫
・
礼
部
侍
郎
杜
世
忠
、
年
卅
四
、
大
元
人
、
…
…
二
、
奉
訓
大
夫
・
兵
部
侍
郎
何
文
着
、
年
卅
八
、
唐
人
、
…
…
三
、
承

仕
郎
回
々
都
魯
丁
、
年
卅
二
、
回
々
用
人
、
四
、
書
状
官
薫
畏
国
人
杲
、
年
卅
二
、
五
、
高
麗
訳
語
郎
将
徐
、
年
卅
三
、
…
…

（
14
（『
元
史
』
巻
二
〇
八
、
日
本
伝
に
い
う
。

（
至
元
（
十
七
年
二
月
、
日
本
殺
国
使
杜
世
忠
等
。
征
東
元
帥
忻
都
・
洪
茶
丘
請
自
率
兵
往
討
、
廷
議
姑
少
緩
之
。

（
1（
（
拙
稿
「
第
二
次
日
本
遠
征
後
の
元
・
麗
・
日
関
係
外
交
文
書
に
つ
い
て
」
参
照
。

（
16
（
張
東
翼
「
一
二
六
九
年
「
大
蒙
古
国
」
中
書
省
の
牒
と
日
本
側
の
対
応
」（『
史
学
雑
誌
』
第
一
一
四
編
第
八
号
、
二
〇
〇
五
、『
モ
ン
ゴ
ル

帝
国
期
の
北
東
ア
ジ
ア
』
二
〇
一
六
、
に
再
録
（
参
照
。
ま
た
拙
稿
「
モ
ン
ゴ
ル
国
国
書
の
周
辺
」
参
照
。

（
17
（『
元
史
』
巻
六
、
世
祖
紀
至
元
四
年
六
月
乙
酉
条
に
い
う
。

黒
的
・
殷
弘
以
高
麗
使
者
宋
君
斐
・
金
賛
不
能
導
達
至
日
本
来
奏
、
降
詔
責
高
麗
王
王

、
仍
令
其
遣
官
至
彼
宣
布
、
以
必
得
要
領
爲

期
。

　

 

ま
た
『
元
高
麗
紀
事
』
に
い
う
。
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（
至
元
四
年
（
六
月
十
日
、
奉
旨
、
復
遣
黒
的
与
君（
裴
（［
斐
］
等
還
、
諭
以
日
本
国
通
好
事
。
詔
曰
、「
向
聞
卿
之
東
鄰
、
有
日
本
国
、

故
命
使
而
往
招
懐
、
特
委
卿
遣
介
郷
導
、
不
意
卿
以
辞
為
解
、
遂
令
徒
還
。
…
…
惟
卿
前
後
食
言
多
矣
、
不
待
縷
数
、
而
自
知
焉
。
今

日
本
之
事
、
一
以
委
卿
。
凡
我
朝
所
行
、
卿
之
所
信
服
者
、
当
俾
官
詣
彼
宣
布
、
以
必
得
要
領
爲
期
。
…
…
」

（
18
（『
元
史
』
巻
二
〇
八
、
高
麗
伝
に
い
う
。

（
至
元
（
四
年
正
月
、

遣
君
斐
等
奉
表
従
黒
的
等
入
朝
。
六
月
、
帝
以

飾
辞
、
令
去
使
徒
還
、
復
遣
黒
的
与
君
斐
等
以
詔
諭

、
委

以
日
本
事
、
以
必
得
其
要
領
為
期
。
九
月
、

遣
其
起
居
舎
人
潘
阜
・
書
状
官
李
挺
充
国
信
使
、
持
書
詣
日
本
。

（
1（
（『
高
麗
史
』
巻
二
六
、
元
宗
世
家
に
い
う
。

（
元
宗
九
年
（
秋
七
月
丁
卯
（
十
八
日
（、
起
居
舎
人
潘
阜
還
自
日
本
。
遣
閤
門
使
孫
世
貞
・
郎
将
呉
惟
碩
等
如
蒙
古
賀
節
日
。
又
遣
潘

阜
偕
行
、
上
書
曰
、「
向
詔
臣
以
宣
諭
日
本
、
臣
即
差
陪
臣
潘
阜
、
奉
皇
帝
璽
書
、
并
齎
臣
書
及
国
贐
、
以
前
年
九
月
二
十
三
日
、
発
船

而
往
、
至
今
年
七
月
十
八
日
回
来
、
云
、
自
到
彼
境
、
便
不
納
王
都
、
留
置
西
偏
大
宰
府
者
、
凡
五
月
、
館
待
甚
薄
、
授
以
詔
旨
而
無

報
章
。
又
贈
国
贐
、
多
方
告
諭
、
竟
不
聴
、
逼
而
送
之
。
以
故
不
得
要
領
而
還
、
未
副
聖
慮
、
惶
懼
実
深
。
輒
茲
差
充
陪
臣
潘
阜
等
以

奏
。」

　

 

な
お
2
と
『
元
史
』
日
本
伝
で
は
、
大
宰
府
に
留
め
置
か
れ
た
期
間
を
六
箇
月
と
し
て
い
る
。
報
告
に
向
っ
た
潘
阜
が
モ
ン
ゴ
ル
の
国
都
に

到
着
し
た
の
は
同
年
八
月
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
受
け
て
九
月
、
黒
的
・
殷
弘
に
命
じ
国
書
を
齎
し
日
本
に
行
か
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
第
三

次
遣
使
（。

（
20
（『
元
史
』
巻
六
、
世
祖
紀
至
元
五
年
九
月（
己
（［
乙
］丑
（
十
七
日
（
条
に
い
う
。

命
兵
部
侍
郎
黒
的
・
礼
部
侍
郎
殷
弘
齎
国
書
復
使
日
本
、
仍
詔
高
麗
国
遣
人
導
送
、
期
於
必
達
、
毋
致
如
前
稽
遅
。

　

 

『
元
高
麗
紀
事
』
所
載
の
高
麗
国
王
宛
の
詔
文
の
末
に
「
卿
、
当ま
さ

に
重
臣
を
し
て
導
送
せ
し
む
べ
く
、
前さ
き

の
如
く
稽
阻
す
る
を
致
す
毋
れ
」
と
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あ
る
。

（
21
（「
称
名
寺
文
書
」（『
鎌
倉
遺
文
』
巻
一
四
、
一
〇
三
八
〇
（。

（
22
（
拙
稿
「
第
二
次
日
本
遠
征
後
の
元
・
麗
・
日
関
係
外
交
文
書
に
つ
い
て
」
参
照
。

（
23
（
拙
稿
「
モ
ン
ゴ
ル
国
国
書
の
周
辺
」
参
照
。

（
24
（
趙
良
弼
に
つ
い
て
は
、
太
田
彌
一
郎
「
石
刻
史
料
「
賛
皇
復
県
記
」
に
み
え
る
南
宋
密
使
瓊
林
に
つ
い
て
─
元
使
趙
良
弼
と
の
邂
逅
」

（『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
六
、
一
九
九
五
（、
山
本
光
朗
「
趙
良
弼
に
つ
い
て
（
一
（」（『
北
海
史
論
』
二
〇
、
二
〇
〇
〇
（、
同
「
元
使
趙

良
弼
に
つ
い
て
」（『
史
流
』
四
〇
、
二
〇
〇
一
（、
同
「
趙
良
弼
撰
「
黙
庵
記
」
に
つ
い
て
」（『
史
流
』
四
一
、
二
〇
〇
四
（、
参
照
。

（
2（
（『
高
麗
史
』
巻
二
七
、
元
宗
世
家
、
元
宗
十
三
年
正
月
丁
丑
条
。

（
26
（『
元
史
』
巻
七
、
世
祖
紀
に
い
う
。

（
至
元
九
年
（
二
月
庚
寅
朔
、
奉
使
日
本
趙
良
弼
、
遣
書
状
官
張
鐸
同
日
本
二
十
六
人
、
至
京
師
求
見
。

　

 

使
者
の
数
に
つ
い
て
、
十
二
人
と
す
る
の
は
『
高
麗
史
』、『
元
高
麗
紀
事
』、『
元
史
』
高
麗
伝
、
趙
良
弼
伝
、『
元
朝
名
臣
事
略
』
で
あ

り
、
二
十
六
人
と
す
る
の
は
『
元
史
』
本
紀
、
日
本
伝
で
あ
る
。
ま
た
『
元
史
』
巻
一
五
九
、
趙
良
弼
伝
に
い
う
。

良
弼
曰
、「
不
見
汝
国
主
、
寧
持
我
首
去
、
書
不
可
得
也
。」
日
本
知
不
可
屈
、
遣
使
介
十
二
人
入
覲
、
仍
遣
人
送
良
弼
至
対
馬
島
。

　

 

日
本
の
使
者
に
つ
い
て
池
内
宏
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
（『
元
寇
の
新
研
究
』
一
九
三
一
（。

趙
良
弼
の
伝
は
、
…
…
良
弼
の
態
度
の
強
硬
で
あ
っ
た
為
に
、
我
が
太
宰
府
の
官
憲
が
十
二
人
の
使
者
を
元
に
朝
せ
し
め
た
や
う
に
伝

へ
て
い
る
。
返
牒
の
与
へ
ら
れ
な
か
っ
た
以
上
、
こ
れ
が
我
が
国
の
正
し
い
使
者
で
な
か
っ
た
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
…
…
。

（
27
（『
元
史
』
巻
二
〇
八
、
日
本
伝
に
い
う
。

帝
疑
其
国
主
使
之
来
云
守
護
所
者
詐
也
。
詔
翰
林
承
旨
和
礼
霍
孫
以
問
姚
枢
・
許
衡
等
、
皆
対
曰
、「
誠
如
聖
算
。
彼
懼
我
加
兵
、
故
発
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此
輩
伺
吾
強
弱
耳
。
宜
示
之
寛
仁
、
且
不
宜
聴
其
入
見
。」
従
之
。

　
 

ま
た
高
銀
美
「
大
宰
府
守
護
所
と
外
交
─
大
宰
府
守
護
所
牒
を
手
が
か
り
に
─
」（『
古
文
書
研
究
』
七
三
、
二
〇
一
二
（
参
照
。

（
28
（『
元
高
麗
紀
事
』
に
い
う
。

（
至
元
九
年
（
二
月
十
三
日
、（
植
（［

］致
書
於
日
本
国
王
、
使
通
好
天
朝
。

　

 

こ
の
記
事
に
対
応
し
て
『
元
史
』
巻
二
〇
八
、
高
麗
伝
に
「
二
月
、

致
書
日
本
、
使
通
好（
于
（［
天
］朝
。」
と
あ
り
、
同
日
本
伝
に
「
是
月

（
二
月
（、
高
麗
王

致
書
日
本
。」
と
あ
る
。

（
2（
（『
元
史
』
日
本
伝
に
、
注
（
28
（
の
記
事
に
続
け
て
い
う
。

（
至
元
九
年
（
五
月
、
又
以
書
往
、
令
必
通
好
大
朝
、
皆
不
報
。

　

 

ま
た
「
鎌
倉
年
代
記
裏
書
」
に
い
う
。

翌
年
（
文
永
九
年
（
五
月
、
張
鐸
帰
来
、
高
麗
牒
状
又
持
来
。

　
　
『
元
史
』
日
本
伝
に
「
皆
報
ぜ
ず
」
と
あ
る
の
を
み
れ
ば
、
文
脈
の
上
か
ら
は
二
月
と
五
月
の
二
つ
の
書
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
後
者

の
「
令
必
通
好
大
朝
」
は
、
前
者
の
「
使
通
好
天
朝
」（『
元
高
麗
紀
事
』、
ま
た
『
元
史
』
高
麗
伝
（
と
極
め
て
似
た
表
現
で
あ
る
か
ら
、
両

者
は
同
じ
高
麗
国
書
の
発
給
と
受
領
を
指
す
可
能
性
も
あ
る
。
疑
義
を
存
し
な
が
ら
、
当
面
二
つ
の
書
と
解
し
て
お
く
。

　
　

 

な
お
高
銀
美
氏
は
、
五
月
に
張
鐸
が
も
た
ら
し
た
高
麗
牒
状
に
つ
い
て
、
高
麗
国
慶
尚
晋
安
道
按
察
使
の
牒
（
文
永
七
年
（
一
二
七

〇
（
二
月
付
で
作
成
さ
れ
な
が
ら
発
給
中
止
と
な
っ
た
大
宰
府
守
護
所
の
牒
に
関
連
す
る
（
と
似
通
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
注
（
27
（

高
銀
美
「
大
宰
府
守
護
所
と
外
交
─
大
宰
府
守
護
所
牒
を
手
が
か
り
に
─
」
参
照
。

（
30
（『
高
麗
史
』
巻
二
七
、
元
宗
世
家
に
い
う
。

（
元
宗
十
三
年
十
二
月
庚
戌
（、
元
復
遣
趙
良
弼
如
日
本
招
諭
。
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趙
良
弼
の
日
本
へ
の
再
訪
を
前
稿
で
は
第
六
次
遣
使
と
数
え
た
が
、
一
連
の
活
動
と
し
て
一
つ
に
数
え
る
こ
と
と
し
た
。

（
31
（『
高
麗
史
』
巻
二
七
、
元
宗
世
家
に
い
う
。

（
元
宗
十
四
年
三
月
癸
酉
（、
趙
良
弼
如
日
本
、
至
大
宰
府
、
不
得
入
国
都
而
還
。
乙
亥
、
王
引
見
労
問
、
贐
白
銀
三
斤
・
苧
布
十
匹
。

達
魯
花
赤
李
益
又
贈
以
物
、
良
弼
曰
、「
此
汝
侵
割
高
麗
而
得
也
。」
不
受
而
去
。

（
32
（『
元
史
』
巻
八
、
世
祖
紀
に
い
う
。

（
至
元
十
年
六
月
戊
申
（、
使
日
本
趙
良
弼
、
至
太
宰
府
而
還
、
具
以
日
本
君
臣
爵
号
・
州
郡
名
数
・
風
俗
土
宜
来
上
。

（
33
（
前
掲
太
田
彌
一
郎
「
石
刻
史
料
「
賛
皇
復
県
記
」
に
み
え
る
南
宋
密
使
瓊
林
に
つ
い
て
─
元
使
趙
良
弼
と
の
邂
逅
」
参
照
。

（
34
（『
元
史
』
巻
一
五
九
、
趙
良
弼
伝
に
い
う
。

（
至
元
（
十
年
五
月
、
良
弼
至
自
日
本
、
入
見
、
帝
詢
知
其
故
、
曰
、「
卿
可
謂
不
辱
君
命
矣
。」
後
帝
将
討
日
本
、
三
問
、
良
弼
言
、

「
臣
居
日
本
歳
余
、
覩
其
民
俗
、
狠
勇
嗜
殺
、
不
知
有
父
子
之
親
、
上
下
之
礼
。
其
地
多
山
水
、
無
耕
桑
之
利
、
得
其
人
不
可
役
、
得
其

地
不
加
富
。
況
舟
師
渡
海
、
海
風
無
期
、
禍
害
莫
測
。
是
謂
有
用
之
民
力
、
填
無
窮
之
巨
壑
也
、
臣
謂
勿
撃
便
。」
帝
従
之
。

（
3（
（
注
（
34
（
に
同
じ
。

（
36
（
趙
良
弼
の
肩
書
は
少
中
大
夫
・
秘
書
監
（
い
ず
れ
も
従
三
品
（
で
あ
る
。
因
み
に
第
一
次
・
第
三
次
遣
使
の
黒
的
（
兵
部
侍
郎
（
と
殷
弘

（
礼
部
侍
郎
（
は
正
四
品
で
あ
っ
た
。

（
37
（『
左
氏
伝
』
隠
公
六
年
に
「
親
仁
善
鄰
、
国
之
宝
也
（
仁
に
親
し
み
鄰
を
善
く
す
る
は
国
の
宝
な
り
（」
と
い
う
。

（
38
（
🄴
の
文
に
つ
い
て
筆
者
は
、
原
文
の
「
豈
以
高
麗
林
衍
叛
、
道
梗
故
耶
」
を
挿
入
句
の
よ
う
に
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
旅
拒

（
旅
距
（
に
つ
い
て
は
『
後
漢
書
』
列
伝
巻
一
四
、
馬
援
伝
に
い
う
。

若
大
姓
侵
小
民
、
黠
羌
欲
旅
距
、
此
乃
太
守
事
耳
。
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こ
れ
に
つ
き
李
賢
の
注
に
「
旅
拒
、
不
従
之
貌
」
と
あ
り
、
王
先
謙
の
集
解
に
「
旅
拒
、
聚
衆
相
距
耳
」
と
あ
る
。
中
国
周
辺
の
夷
狄
が
衆

を
集
め
て
中
国
王
朝
に
武
力
抵
抗
す
る
の
が
原
義
で
あ
る
。

（
3（
（『
元
史
』
巻
九
、
世
祖
紀
に
い
う
。

（
至
元
十
四
年
四
月
（
丙
戌
、
禁
江
南
行
用
銅
銭
。

　

 

高
橋
弘
臣
『
元
朝
貨
幣
政
策
成
立
過
程
の
研
究
』（
二
〇
〇
〇
（、
参
照
。
高
橋
氏
は
旧
南
宋
領
に
お
け
る
銅
銭
・
金
・
銀
の
使
用
禁
止
の
経

過
を
論
じ
、
江
南
併
合
の
当
初
に
は
銅
銭
使
用
は
是
認
さ
れ
た
が
、
至
元
十
四
年
四
月
に
禁
止
さ
れ
、
十
七
年
正
月
に
民
間
の
銅
材
・
銅

銭
・
銅
器
を
回
収
し
、
同
年
六
月
に
は
宋
の
銅
銭
を
廃
し
た
と
い
う
。
ま
た
『
心
史
』
に
拠
っ
て
、
江
南
で
も
平
準
庫
が
設
置
さ
れ
、
そ
の

目
的
は
紙
幣
の
流
通
手
段
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
金
・
銀
の
平
準
庫
へ
の
吸
い
上
げ
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

（
40
（『
易
』
師
の
卦
に
い
う
。

六
三
、
師
或
輿
尸
。
凶
。
象
曰
、
師
或
輿
尸
、
大
无
功
也
。

（
41
（
上
下
の
人
々
の
心
が
合
致
し
て
い
れ
ば
勝
つ
の
意
。『
孫
子
』
謀
攻
に
い
う
。

故
知
勝
有
五
、
知
可
以
与
戦
不
可
以
与
戦
者
勝
、
識
衆
寡
之
用
者
勝
、
上
下
同
欲
者
勝
、
以
虞
待
不
虞
者
勝
、
将
能
而
君
不
御
者
勝
、

此
五
者
知
勝
之
道
也
。

（
42
（『
春
秋
経
筌
』（
宋
・
趙
鵬
飛
撰
（
巻
六
、
僖
公
十
五
年
十
一
月
に
い
う
。

兵
以
気
為
主
、
気
以
直
為
主
、
辞
曲
則
群
心
沮
而
鋭
気
挫
矣
、
尚
何
戦
哉
。

　

 

こ
の
言
葉
は
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』『
金
史
』『
元
史
』『
平
宋
録
』『
紫
山
大
全
集
』『
秋
澗
先
生
大
全
文
集
』
な
ど
に
も
見
え
る
か
ら
、
激
動

す
る
近
世
の
流
行
語
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
43
（
挫
衄
は
軍
隊
が
敗
れ
る
場
合
に
使
わ
れ
る
が
、
も
と
挫
は
挫
折
で
く
じ
く
の
意
、
衄
は
鼻
血
が
原
義
で
あ
る
。
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（
44
（『
元
史
』
巻
一
二
、
世
祖
紀
至
元
十
八
年
二
月
丙
戌
条
に
い
う
。

征
日
本
国
軍
啓
行
。

（
4（
（『
元
史
』
日
本
伝
の
「
始
因
彼
国
使
來
、
故
朝
廷
亦
遣
使
往
、
彼
遂
留
我
使
不
還
、
故
使
卿
輩
為
此
行
」
の
一
節
は
、
筆
者
が
前
稿
「
第
二

次
日
本
遠
征
後
の
元
・
麗
・
日
関
係
外
交
文
書
に
つ
い
て
」
で
取
り
上
げ
た
如
智
・
王
君
治
に
よ
る
第
八
次
遣
使
の
際
の
「
宣
諭
日
本
国
詔
」

（『
善
隣
国
宝
記
』
所
収
（
の
文
言
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
補
足
し
て
附
言
し
て
お
き
た
い
。「
宣
諭
日
本
国
詔
」
に
は
い
う
。

向
者
、
彼
先
遣
使
入
覲
、
朕
亦
命
使
相
報
、
已
有
定
言
、
想
置
於
汝
心
而
不（
志
（［
忘
］也
。
頃
因
信
使
執
而
不
返
、
我
是
以
有
舟
師
進

問
之
役
。

（
46
（
同
様
の
表
現
は
、
つ
ぎ
の
『
元
史
』
巻
一
五
四
、
洪
俊
奇
伝
に
も
見
え
る
。

（
至
元
（
十
八
年
、
与
右
丞
欣
都
将
舟
師
四
万
、
由
高
麗
金
州
合
浦
以
進
、
時
右
丞
范
文
虎
等
将
兵
十
万
、
由
慶
元
・
定
海
等
処
渡
海
、

期
至
日
本
一
岐
・
平
戸
等
島
合
兵
登
岸
、
兵
未
交
、
秋
八
月
、
風
壊
舟
而
還
。

（
47
（
服
部
英
雄
『
蒙
古
襲
来
』
二
〇
一
四
、
参
照
。

（
48
（『
元
史
』
巻
一
二
、
世
祖
紀
至
元
十
八
年
十
一
月
丙
戌
条
に
い
う
。

勅
征
日
本
回
軍
後
至
者
、
分
戍
沿
海
。

　

 

范
文
虎
ら
の
本
隊
と
と
も
に
帰
還
し
た
も
の
の
ほ
か
、
後お
く

れ
て
至
っ
た
者
に
は
沿
海
警
備
の
任
務
が
与
え
ら
れ
た
。
上
述
の
于
閶
ら
三
人
の

ほ
か
に
も
敗
残
兵
の
帰
還
は
続
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
4（
（『
元
史
』
巻
一
六
二
、
李
庭
伝
に
は
い
う
。

（
至
元
（
十
八
年
、
軍
次
竹
島
、
遇
風
、
船
尽
壊
、
庭
抱
壊
船
板
、
漂
流
抵
岸
、
下
収
余
衆
、
由
高
麗
還
京
師
、
士
卒
存
者
十
一
二
。

（
（0
（『
歴
代
名
臣
奏
議
』
巻
二
三
五
に
左
丞
昂
吉
児
の
上
疏
と
し
て
見
え
る
と
こ
ろ
は
、『
元
史
』
本
伝
と
同
文
で
あ
る
。
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（
（1
（『
元
史
』
巻
一
三
二
、
昂
吉
児
伝
に
い
う
。

昂
吉
児
屡
為
直
言
、
雖
帝
怒
甚
、
其
辞
不
少
屈
。
台
臣
慮
昂
吉
児
難
制
、
以
牙
以
迷
失
不
畏
強
禦
、
奏
為
本
道
按
察
使
以
察
之
、
牙
以

迷
失
時
捃
摭
昂
吉
児
細
故
以
聞
、
及
廷（
辨
（［
辯
］、
帝
察
其
無
他
、
輒
遷
其
官
、
後
竟
以
微
過
罪
之
。
元
貞
元
年
卒
。

（
補
注
（ 

🄴
の
「
又
詔
勿
困
苦
其
商
人
」
の
句
に
つ
い
て
、
筆
者
は
⓫
の
至
元
十
四
年
の
措
置
と
一
体
で
同
年
の
こ
と
と
思
い
込
ん
で
い
た
。
こ

れ
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
石
井
正
敏
氏
の
論
考
（
附
記
参
照
（
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
氏
は
「
本
紀
・
至
元
十
五
年
十
一
月
丁
未
条
に

「
詔
諭
沿
海
官
司
、
通
日
本
国
人
市
舶
」
と
み
え
る
」
と
明
確
に
指
摘
し
て
お
ら
れ
た
。
ま
さ
し
く
従
う
べ
き
で
あ
る
。
沿
海
官
司
宛
の
詔
書

中
に
「
勿
困
苦
其
商
人
」
の
句
が
存
在
し
た
に
ち
が
い
な
い
。

〔
附
記
〕

　
　

 

投
稿
後
に
、
石
井
正
敏
氏
の
「
至
元
三
年
・
同
十
二
年
の
日
本
国
王
宛
ク
ビ
ラ
イ
国
書
に
つ
い
て
─
『
経
世
大
典
』
日
本
条
の
検
討
─
」

（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
、
五
九
、
二
〇
一
四
、
所
収
（
の
論
文
が
あ
る
の
を
知
っ
た
。『
経
世
大
典
』
に
着
目
し
た
契
機
、
分
析
方

法
、
考
察
に
本
稿
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
し
か
し
本
稿
に
は
い
く
ら
か
氏
の
論
及
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
異
見
に
近
い
と
こ
ろ
も
あ
る

と
思
う
の
で
、
筆
者
は
、
一
つ
の
補
注
を
附
す
る
の
を
除
き
、
成
稿
の
ま
ま
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
。

　
　

 

読
者
に
は
、
石
井
正
敏
氏
の
論
考
を
併
せ
参
照
さ
れ
る
よ
う
希
望
す
る
。
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【
史
料
】『
經
世
大
典
』
政
典
・
征
伐
・
日
本
序
錄 

─
─
『
元
史
』
日
本
傳
對
照

🄰 

日
本
海
國
、
自
至
元
・
大
德
閒
、
黑
迪
・
殷
弘
・
趙
良
弼
・
杜
世
忠
・
何
文
著
・
王
積
翁
・
釋
如
智
・
寧
一
山
、
與
高
麗
之
潘
阜
・
金
有

成
輩
、
數
使
其
國
。
惟
積
翁
中
道
爲
舟
人
所
殺
、
餘
皆
奉
國
書
以
達
、
而
竟
不
報
聘
。

　
　

1 

至
元（
二
（［
三
］
年
、
命
兵
部
侍
郎
黑
迪
・
禮
部
侍
郎
殷
弘
、
持
國
書
往
使
日
本
、
書
稱
大
蒙
古
皇
帝
奉
書
日
本
國
王
云
々
、
末
云

不
宣
白
。

（
至
元
（三
年
八
月
、
命
兵
部
侍
郎
黑
的
、
給
虎
符
、
充
國
信
使
、
禮
部
侍
郎
殷
弘
給
金
符
、
充
國
信
副
使
、
持
國
書
使
日
本
。
書
曰
、

「
大
蒙
古
國
皇
帝
奉
書
日
本
國
王
。
朕
惟
自
古
小
國
之
君
、
境
土
相
接
、
尙
務
講
信
修
睦
。
況
我
祖
宗
受
天
明
命
、
奄
有
區
夏
、
遐
方
異

域
、
畏
威
懷
德
者
、
不
可
悉
數
。
朕
卽
位
之
初
、
以
高
麗
無
辜
之
民
、
久
瘁
鋒
鏑
、
卽
令
罷
兵
、
還
其
疆
域
、
反
其
旄
倪
。
高
麗
君
臣
感

戴
來
朝
、
義
雖
君
臣
、
而
歡
若
父
子
、
計
王
之
君
臣
亦
已
知
之
。
高
麗
朕
之
東
藩
也
、
日
本
密
邇
高
麗
、
開
國
以
來
、
亦
時
通
中
國
、
至

於
朕
躬
、
而
無
一
乘
之
使
以
通
和
好
、
尙
恐
王
國
知
之
未
審
、
故
特
遣
使
持
書
、
布
告
朕
志
、
冀
自
今
以
往
、
通
問
結
好
、
以
相
親
睦
。

且
聖
人
以
四
海
爲
家
、
不
相
通
好
、
豈
一
家
之
理
哉
。
以
至
用
兵
、
夫
孰
所
好
。
王
其
圖
之
。」　
（
日
本
傳
（

　
　

2 

道
高
麗
、
高
麗
王（
植
（［

］言
、
道
險
遠
、
不
可
辱
天
使
。
命
其
起
居
舎
人
潘
阜
持
書
往
、
留
六
月
、
不
得
要
領
而
歸
。

黑
的
等
道
由
高
麗
、
高
麗
國
王
王

以
帝
命
遣
其
樞
密
院
副
使
宋
君
斐
・
借
禮
部
侍
郎
金
贊
等
導
詔
使
黑
的
等
往
日
本
、
不
至
而
還
。

（
至
元
（四
年
六
月
、
帝
謂
王

以
辭
爲
解
、
令
去
使
徒
還
、
復
遣
黑
的
等
至
高
麗
諭

、
委
以
日
本
事
、
以
必
得
其
要
領
爲
期
。

以
爲

『経世大典』にみる元朝の対日本外交論111



海
道
險
阻
、
不
可
辱
天
使
、
九
月
、
遣
其
起
居
舎
人
潘
阜
等
持
書
往
日
本
、
留
六
月
、
亦
不
得
其
要
領
而
歸
。（
日
本
傳
（

　
　

3
五
年
九
月
、
再
命
黑
迪
・
弘
往
、
至
對
馬
島
、
日
本
人
拒
不
納
交
鬭
、
執
其
塔
二
郎
・
彌
二
郎
二
人
而
還
。

（
至
元
（五
年
九
月
、
命
黑
的
・
弘
復
持
書
往
、
至
對
馬
島
、
日
本
人
拒
而
不
納
、
執
其
塔
二
郎
・
彌
二
郎
二
人
而
還
。（
日
本
傳
（

　
　

4
六
年
、
命
高
麗
金
有
成
送
還
執
者
、
且
俾
中
書
省
牒
其
國
、
亦
不
報
。

六
年
六
月
、
命
高
麗
金
有
成
送
還
執
者
、
俾
中
書
省
牒
其
國
、
亦
不
報
。
有
成
留
其
太
宰
府
守
護
所
者
久
之
。（
日
本
傳
（

　
　

5 

十
二
月
、
又
命
秘
書
監
趙
良
弼
往
使
、
良
弼
乞
定
與
其
王
相
見
之
儀
。
廷
議
與
其
國
上
下
分
未
定
、
與
其
國
且
無
禮
數
。
上
從
之
。

良
弼
至
、
留
其
太
宰
府
守
護
所
者
久
之
。

（
至
元
六
年
（十
二
月
、
又
命
秘
書
監
趙
良
弼
往
使
。
書
曰
、「
蓋
聞
王
者
無
外
、
高
麗
與
朕
旣
爲
一
家
、
王
國
實
爲
鄰
境
、
故
嘗
馳
信
使

修
好
、
爲
疆
埸
之
吏
抑
而
弗
通
。
所
獲
二
人
、
敕
有
司
慰
撫
、
俾
齎
牒
以
還
、
遂
復
寂
無
所
聞
。
繼
欲
通
問
、
屬
高
麗
權
臣
林
衍
構
亂
、

坐
是
弗
果
。
豈
王
亦
因
此
輟
不
遣
使
、
或
已
遣
而
中
路
梗
塞
、
皆
不
可
知
。
不
然
、
日
本
素
號
知
禮
之
國
、
王
之
君
臣
寧
肯
漫
爲
弗
思
之

事
乎
。
近
已
滅
林
衍
、
復
舊
王
位
、
安
集
其
民
、
特
命
少
中
大
夫
・
祕
書
監
趙
良
弼
充
國
信
使
、
持
書
以
往
。
如
卽
發
使
與
之
偕
來
、
親

仁
善
鄰
、
國
之
美
事
。
其
或
猶
豫
以
至
用
兵
、
夫
誰
所
樂
爲
也
、
王
其
審
圖
之
。」 

良
弼
將
往
、
乞
定
與
其
王
相
見
之
儀
。
廷
議
與
其
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國
上
下
之
分
未
定
、
無
禮
數
可
言
。
帝
從
之
。（
日
本
傳
（

　
　

6 

時
又
有
曹
介（
叔
（［
升
］者
上
言
、「
高
麗
迂
路
導
引
國
使
、
有
捷
徑
、
順
風
半
日
可
到
、
但
使
臣
則
不
敢
同
往
、
大
軍
進
征
、
則
願

爲
鄕
導
。」 
上
曰
、「
如
此
則
當
思
之
。」

（
至
元
（八
年
六
月
、
日
本
通
事
曹
介
升
等
上
言
、「
高
麗
迂
路
導
引
國
使
、
外
有
捷
徑
、
倘
得
便
風
、
半
日
可
到
。
若
使
臣
去
、
則
不
敢

同
往
、
若
大
軍
進
征
、
則
願
爲
鄕
導
。」
帝
曰
、「
如
此
則
當
思
之
。」（
日
本
傳
（

　
　

7 

九
年
五
月
、
命
高
麗
王（
植
（［

］、
致
書
日
本
、
諭
使
通
好
、
始
遣
彌
四
郎
者
入
朝
、
上
宴
勞
之
。
旣
又
逼
使
者
徒
歸
、
竟
不
報
聘
。

（
至
元
八
年
（九
月
、
高
麗
王

遣
其
通
事
別
將
徐（
稱
（［
偁
］導
送
良
弼
使
日
本
。
日
本
始
遣
彌
四
郎
者
入
朝
、
帝
宴
勞
遣
之
。（
至
元
（

九
年
二
月
、
樞
密
院
臣
言
、「
奉
使
日
本
趙
良
弼
遣
書
狀
官
張
鐸
來
言
、
去
歳
九
月
、
與
日
本
國
人
彌
四
郎
等
至
太
宰
府
西
守
護
所
。
守

者
云
、
曩
爲
高
麗
所
紿
、
屢
言
上
國
來
伐
、
豈
期
皇
帝
好
生
惡
殺
、
先
遣
行
人
下
示
璽
書
、
然
王
京
去
此
尙
遠
、
願
先
遣
人
從
奉
使
回

報
。」
良
弼
乃
遣
鐸
同
其
使
二
十
六
人
至
京
師
求
見
。
帝
疑
其
國
主
使
之
來
云
守
護
所
者
詐
也
。
詔
翰
林
承
旨
和
禮
霍
孫
以
問
姚
樞
・
許

衡
等
、
皆
對
曰
、「
誠
如
聖
算
。
彼
懼
我
加
兵
、
故
發
此
輩
伺
吾
強
弱
耳
。
宜
示
之
寛
仁
、
且
不
宜
聽
其
入
見
。」
從
之
。
是
月
、
高
麗
王

致
書
日
本
。
五
月
、
又
以
書
往
、
令
必
通
好
大
朝
、
皆
不
報
。（
日
本
傳
（

🄱
至
元
十［
一
］年
、
忻
都
・
洪
茶
丘
以
二
萬
五
千
人
征
之
、
第
虜
掠
而
歸
。
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8 

十［
一
］年
、
命
鳳
州
經
略
使
忻
都
・
高
麗
軍
民
總
管
洪
茶
丘
、
以
千
料
舟
・
抜
都［
魯
］輕
疾
舟
・
汲
水
小
舟
、
各
三
百
、
共
九
百
艘
、

載
士
卒
二
萬
五
千
伐
之
。

（
至
元
（十
一
年
三
月
、
命
鳳
州
經
略
使
忻
都
・
高
麗
軍
民
總
管
洪
茶
丘
、
以
千
料
舟
・
抜
都
魯
輕
疾
舟
・
汲
水
小
舟
各
三
百
、
共
九
百
艘
、

載
士
卒
一
萬
五
千
、
期
以
七
月
征
日
本
。（
日
本
傳
（

　
　

9
十
一
年
十
月
、
入
其
國
敗
之
、
而
我
軍
不
整
、
箭
又
盡
、
第
虜
掠
四
境
而
歸
。

冬
十
月
、
入
其
國
敗
之
。
而
官
軍
不
整
、
又
矢
盡
、
惟
虜
掠
四
境
而
歸
。（
日
本
傳
（

　
　

⓾ 

十
二
年
、
遣
禮
部
侍
郎
杜
世
忠
・
兵
部
侍
郎
何
文
著
・
計
議
官

都
魯
丁
往
使
、
書
前
言
大
元
皇
帝
致
書
於
日
本
國
王
、
後
言
不
宣

白
、
亦
不
來
覲
。

（
至
元
（十
二
年
二
月
、
遣
禮
部
侍
郎
杜
世
忠
・
兵
部
侍
郎
何
文
著
・
計
議
官
撒
都
魯
丁
往
使
、
復
致
書
、
亦
不
報
。（
日
本
傳
（

　
　

⓫
十
四
年
、
遣
商
人
持
金
來
易
銅
錢
、
許
之
。

（
至
元
（十
四
年
、
日
本
遣
商
人
持
金
來
易
銅
錢
、
許
之
。（
日
本
傳
（
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🄲
十（
七
（［
八
］年
、
阿
剌
罕
・
范
文
虎
輩
、
以
十
萬
人
征
之
、
未
見
敵
、
喪
全
師
。

　
　

⓬
十
七
年
十
月
、
立
日
本
行
省
、
命
阿
剌
罕
爲
右
丞
相
、
與（
左
（［
右
］丞（
相
（范
文
虎
及
忻
都
・
茶
丘
等
、
率
十
萬
人
討
之
。

（
至
元
（十
八
年
正
月
、
命
日
本
行
省
右
丞
相
阿
剌
罕
・
右
丞
范
文
虎
及
忻
都
・
洪
茶
丘
等
率
十
萬
人
征
日
本
。
…
…
八
月
、
諸
將
未
見
敵
、

喪
全
師
以
還
、
乃
言
、
…
…
（
日
本
傳
（

　
　

⓭
十
八
年
二
月
、
諸
將
陛
辭
、
上
若
曰
、「
有
一
事
、
朕
憂
之
、
恐
卿
輩
不
和
耳
。
范
文
虎
新
降
者
也
、
汝
等
必
輕
之
。」

（
至
元
十
八
年
（二
月
、
諸
將
陛
辭
。
帝
敕
曰
、「
始
因
彼
國
使
來
、
故
朝
廷
亦
遣
使
往
、
彼
遂
留
我
使
不
還
、
故
使
卿
輩
爲
此
行
。
朕
聞

漢
人
言
、
取
人
家
國
、
欲
得
百
姓
土
地
、
若
盡
殺
百
姓
、
徒
得
地
何
用
。
又
有
一
事
、
朕
實
憂
之
、
恐
卿
輩
不
和
耳
。
假
若
彼
國
人
至
、

與
卿
輩
有
所
議
、
當
同
心
協
謀
、
如
出
一
口
答
之
。」（
日
本
傳
（

　
　

⓮ 

八
月
、
諸
將
未
見
敵
、
喪
全
師
以（
返
（［
還
］、
上
言
、「
至
日
本
、
欲
攻
太
宰
府
、
暴
風
破
舟
、
猶
欲
議
戰
、
萬
戸
厲
德
彪
・
王
國

佐
等
、
不
聽
節
制
逃
去
、
本
省
載
餘
軍
至
合
浦
、
散
遣
還
鄕
里
。」

（
至
元
十
八
年
（八
月
、
諸
將
未
見
敵
、
喪
全
師
以
還
、
乃
言
、「
至
日
本
、
欲
攻
太
宰
府
、
暴
風
破
舟
、
猶
欲
議
戰
、
萬
戸
厲
德
彪
・
招

討
王
國
佐
・
水
手
總
管
陸
文
政
等
、
不
聽
節
制
、
輒
逃
去
、
本
省
載
餘
軍
至
合
浦
、
散
遣
還
鄕
里
。」 （
日
本
傳
（
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⓯ 

未
幾
、
敗
卒
于
閶
脫
歸
、
言
、「
官
軍
六
月
入
海
、
七
月
至
平
壺
島
、
移
五
龍
山
、
八
月
一
日
、
風
破
舟
、
五
日
、
文
虎
等
諸
將
、

各
自
擇
堅
好
船
坐
去
、
棄
士
卒
十
餘
萬
于
山
下
、
無
食
無
主
者
三
日
、
衆
議
推
張
百
戸
者
爲
主
帥
、
號
之
曰
張
總
管
、
聽
其
約
束
。

方
伐
木
作
舟
欲
還
、
七
日
、
日
本
人
來
戰
盡
死
、
餘
二
三
萬
虜
去
、
九
日
、
至
八
角
島
、
盡
殺
蒙
古
・
高
麗
・
漢
人
、
謂
新
附
軍
爲

唐
人
、
不
殺
而
奴
之
、
閶
輩
是
也
。」 

蓋
行
省
官
議
事
不
相
下
、
故
皆
棄
軍
歸
。
久
之
、
閶
與
莫
青
・
呉
萬
五
者
逃
還
、
十
萬
之
衆
、

得（
返
（［
還
］者
此
三
人
也
。

未
幾
、
敗
卒
于
閶
脫
歸
、
言
、「
官
軍
六
月
入
海
、
七
月
至
平
壺
島
、
移
五
龍
山
、
八
月
一
日
、
風
破
舟
、
五
日
、
文
虎
等
諸
將
、
各
自

擇
堅
好
船
乘
之
、
棄
士
卒
十
餘
萬
于
山
下
、
衆
議
推
張
百
戸
者
爲
主
帥
、
號
之
曰
張
總
管
、
聽
其
約
束
。
方
伐
木
作
舟
欲
還
、
七
日
、
日

本
人
來
戰
盡
死
、
餘
二
三
萬
爲
其
虜
去
、
九
日
、
至
八
角
島
、
盡
殺
蒙
古
・
高
麗
・
漢
人
、
謂
新
附
軍
爲
唐
人
、
不
殺
而
奴
之
、
閶
輩
是

也
。」 

蓋
行
省
官
議
事
不
相
下
、
故
皆
棄
軍
歸
。
久
之
、
莫
青
與
呉
萬
五
者
亦
逃
還
、
十
萬
之
衆
、
得
還
者
此
三
人
耳
。（
日
本
傳
（

🄳 
二
十
年
、
阿
塔
海
復
以
十
萬
人
往
、
而
昂
吉
兒
上
言
民
勞
、
乞
寢
兵
。
上
亦
謂
、「
日
本
未
嘗
相
侵
、
而
交
趾
犯
邊
、
宜
置
日
本
、
專
事

交
趾
。」 

遂
罷
征
、
日
本
人
竟
不
至
。

　
　

⓰ 

二
十
年
、
命
阿
塔
海
爲
日
本
省
丞
相
、
徹
里
帖
木
兒
右
丞
・
劉
二
抜
都
左
丞
・
陳
某
右
丞
・
鄭
某
參
政
、
往
以
十
萬
人
往
、
淮
西
宣

慰
使
昂
吉
兒
上
言
民
勞
、
乞
寢
兵
。

（
至
元
（二
十
年
、
命
阿
塔
海
爲
日
本
省
丞
相
、
與
徹
里
帖
木
兒
右
丞
・
劉
二
抜
都
兒
左
丞
、
募
兵
造
舟
、
欲
復
征
日
本
。
淮
西
宣
慰
使
昂

吉
兒
上
言
民
勞
、
乞
寢
兵
。（
日
本
傳
（
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⓱
二
十
一
年
、
又
以
其
俗
尙
佛
、
遣
王
積
翁
者
與
補
陀
僧
如
智
往
使
、
舟
中
有
不
願
行
者
、
共
謀
殺
積
翁
、
不
果
使
而（
返
（［
還
］。

（
至
元
（二
十
一
年
、
又
以
其
俗
尙
佛
、
遣
王
積
翁
與
補
陀
僧
如
智
往
使
。
舟
中
有
不
願
行
者
、
共
謀
殺
積
翁
、
不
果
至
。（
日
本
傳
（

　
　

⓲
二
十
三
年
、
上
曰
、「
日
本
未
嘗
相
侵
、
今
交
趾
犯
邊
、
宜
置
日
本
、
專
事
交
趾
。」

（
至
元
（二
十
三
年
、
帝
曰
、「
日
本
未
嘗
相
侵
、
今
交
趾
犯
邊
、
宜
置
日
本
、
專
事
交
趾
。」（
日
本
傳
（

🄴 
國
書
始
書
大
蒙
古
皇
帝
奉
書
日
本
國
王
、
繼
稱
大
元
皇
帝
致
書
日
本
國
王
、
末
並
云
不
宣
白
、
不
臣
之
也
。
辭
懇
懇
款
款
、
自
抑
之
意
、

溢
於
簡
冊
、
雖
孝
文
於
尉（
陀
（［
佗
］、
不
是
過
。
阜
還
、
上
以
爲
將
命
者
不
達
、
黑
迪
被
劫
、
上
以
爲
典
封
疆
者
、
以
愼
守
固
禦
爲
常
、

此
將
吏
之
過
。
良
弼
之
往
、
復
謂
不
見
報
者
、
豈
以
高
麗
林
衍
叛
、
道
梗
故
耶
、
終
不
以
旅
拒
名
之
。
忻
都
軍
旣
還
、
其
國
遣
商
人
持
金

來
易
錢
、
亦
聽
之
。
又
詔
勿
困
苦
其
商
人
、
柔
遠
之
道
至
矣
。

🄵 
阿
剌
罕
之
行
、
上
宣
諭
曰
、「
有
一
事
、
朕
憂
之
、
恐
卿
輩
不
和
耳
。」 

旣
而
諸
帥
果
以
輿
尸
取
敗
、
而
上
言
將
校
不
聽
節
制
逃
去
、
載

（
運
（［
軍
］士
至
合
浦
、
遣
還
鄕
里
。
及
敗
卒
于
閶
者
脫
歸
、
則
言
省
臣
先
潰
去
、
棄
軍
五
龍
山
下
、
爲
日
本
所
殲
、
諸
將
之
罪
始
暴
著
。

昂
吉
兒
之
言
曰
、「
語
曰
、『
上
下
同
欲
者
勝
。』
又
曰
、『
兵
以
氣
爲
主
。』
近
歳
民
貧
賦
重
、
洊
水
旱
救
死
不
暇
、
復
驅
之
渉
海
遠
征
、

莫
不
愁（
嘆
（［
歎
］、
此
非
上
下
同
欲
也
。
軍
嘗
挫
衄
東
海
、
倉
皇
喪
氣
、
人
無
鬭
志
、
非
所
謂
以
氣
爲
主
也
。」
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🄶
成
宗
卽
祚
、
或
又
建
言
伐
之
。
上
曰
、「
今
非
其
時
、
朕
徐
思
之
。」 

卒
遣
寧
一
山
、
附
商
舶
往
使
而
已
。

　
　

⓳
成
宗
大
德
二
年
、
江
浙
省
平
章
政
事
也
速
達
耳
乞
用
兵
日
本
、
上
曰
、「
今
非
其
時
、
朕
徐
思
之
。」

成
宗
大
德
二
年
、
江
浙
省
平
章
政
事
也
速
答
兒
乞
用
兵
日
本
。
帝
曰
、「
今
非
其
時
、
朕
徐
思
之
。」（
日
本
傳
（

　
　

⓴
大
德
三
年
、
遣
僧
寧
一
山
者
、
加
妙
慈
弘
濟
大
師
、
附
商
舶
往
使
日
本
、
而
日
本
人
竟
不
至
。

（
大
德
（三
年
、
遣
僧
寧
一
山
者
、
加
妙
慈
弘
濟
大
師
、
附
商
舶
往
使
日
本
、
而
日
本
人
竟
不
至
。（
日
本
傳
（

🄷 

鳴
呼
、
世
祖
之
文
經
武
略
、
與
知
人
之
明
、
謙
光
之
度
、
成
宗
之
能
持
盈
、
昂
吉
兒
之
讜
言
、
諸
將
之
罪
負
、
日
本
之
自
絕
照
臨
、
皆
當

使
後
世
有
聞
焉
。
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